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様々な社会問題 と相通ずるものが取 りあげられていますが，

それだけでなく， それらの問題 に対する最 も信頼の置ける

解決策 まで与えられているのです。

神の戒めに背 いた社会 がたどる悲劇の道 をこれほど明確

に書 き記した書物を，私 はほかに知 りません。モルモ ン経

には，西半球 に栄えたふたつの相異 なる文明のことが記 さ

れています。いずれの文 明の場合 も，最初 は小さな国家か

ら起 こり，人々は主 を畏れなが ら各々の道 を歩んでいまし

た。 しかし，国が栄 えるにつれて悪 が広が り始め，人々は，
おちい

野心 に燃えた狡猜な指導者 たちの術策に陥ってしまいまし

た。指導者たちは民に重税 を課 し，甘言 を弄 して欺 き， ふ

しだらな生活を唱導 しました。 また，民を恐ろしい戦争 に

巻 き込み， おびただしい人を死地に追いやりました。 こう

して，ふたつの偉大な文明は，時代は異なりこそすれ，こ

の地上から完全 に消滅 して しまったのです。

この偉大な、&・たつの国家の歴史は， たとえ科学の力や学

問，軍備があったとしても，民が正 しくなければ，神のみ

守 りを受 けることはできないということを教 えています。

神を畏れ，神の戒めに従 う民と国家 は栄え，発展すること

ができます。 しかし，神 と神のみ言葉をないが しろにする

人々の間には，堕落が生 じ，正義をもってその歯止 めをし

ない限 り，人々は死 に定められてしまうのです。 この事実

をかくも明解 に説いた書物 は，モルモン経をおいてほかに

あ りません。旧約聖書の箴言にある次の聖句を，モルモン

経 ははっきりと裏づけています。「正義 は国を高くし，罪は

民をはずかしめる。」(箴 言14：34)

偉 大で感動 的な メッセー ジ

モルモ ン経 は，現代社会 に影響 を及 ぽ してい るいろ いろ

な事柄 につ いて力強 く語 ってい ます。 しか し， そのメ ッセ

ージの主意 は
， イ エスが キ リス トであ り，約束 され た メシ

ヤであ ることを声高 らか に証 す るこ とにあ ります。 イエ ス

は土 ぽ こ りの立つパ レスチナの道 を歩 き，病 人 を癒 し，救

いの教義 を説 かれ ま した。 また， カルバ リの十字架上 で死

に，3日 後 に墓 か らよみが え って， 多 くの人々 の前 にその

み姿 を現 わされ ま した。 さ らに，前 に告 げてお られ たよう

に，昇 天前 に この西半 球 に住 む民 を訪れ られ たのです。主

は先 に次 の ように語 ってお られ ま した。 「わた しには また，

この囲 いにい ない他 の羊 があ る。 わ た しは彼 らを も導 かね

ばな らない。彼 ら も， わた しの声 に聞 き従 うであ ろう。 そ

して， っい に一 っの群 れ， ひと りの羊飼 となるであ ろ う。」

(ヨハ ネ10：16)

何 世 紀 もの間， ナザ レ人 イエスの神性 を証 す る聖 典 は，

聖 書 ただひ とつ しか あ りませ んで した。 しか し今 や その傍

らには，「ユ ダヤ人 と異邦 人 とにイ エスは永遠 の神 なるキ リ

ス ト」 であ る(モ ル モ ン経，扉 の ペー ジ参 照)こ とを力強

く証 する第二 の聖 典 があ るのです。

ここである人 の改宗談 を紹介 した い と思 い ます。彼 は次

の ように言 ってい ます。

「私 はあ るすば らしい女 性 と交際 して いま した
。彼女 の

家 を訪 ねた ときに， テーブル の上 にモルモ ン経 という本 が

置 かれ てい るのに気づ きました。 その本 を見 るの はま った

く初 めてで したが，非常 に興味 をそそ られ ました。 そ して，

モル モ ン経 を1冊 手 に入れ，最 後 まで読 んでみ ま した。

私 は神 や イエス ・キ リス トにつ いて は，昔 か ら教 え られ

て きた知 識が ある だけで，別 に深 く考 えた ことはあ りませ

ん で した。 しか しモルモ ン経 を読 んで い くと， 自分 の心 が

永遠 の真 理 に対 す る光 と理解 によって照 らされ，神 が私 た

ちの永 遠 の御 父で あ り， イエ スが救 い主 であ るとい うこ と

を強 く確 信 す るように な りま した。」

この人 のよ うにモル モ ン経 によ って その生活 に影 響 を受

けた人 は，過 去158年 の 間 に数 え きれ な いほ ど多 ぐい ます。

モルモ ン経 はブ リガ ム ・ヤ ング， ウイ ラ」 ド ・リチ ャー

ズ， オル ソン ・プ ラッ ト， パ ー レー ・P・ プ ラ ッ トをは じ

め とす る教会 初期 の 多くの指導者 を改宗 に導 きました。 し

か し今 もなお， アル ゼ ンチ ン， フ ィ ンラン ド， ガ ーナ， 台

湾 な ど世 界 の至 る所 で， 明確 な 目的 と祈 りを も って読 む

人々 を福 音 に導 いて いるので す。 モロナ イが民の滅亡 の後

に孤独 な状 態 の 中で書 いた あの約 束 は，今 もな お 多 くの

人々 によ って成就 され て いるので す。(モ ロナイ10：4-5

参 照)

真理への確信

私たちはモルモン経 を読むように人々に勧めますが，そ

れは彼 らを愛 しているか らです。 もし祈 りと，真理 を知 り

たいという心からの望みをもって読むなら，人々はモルモ

ン経が真実の書物であることを，聖霊 の力によって知 るこ

とができるのです。

またそれを知 ることにより，ほかの多くの事柄の真実性

について も確信が得 られるようにな ります。モルモン経が

真実であるならば，神 は確かに実在 します。モルモン経 に

は， どのページを開いても，天父が実在のお方であり，私

たち人問を愛し，その幸せを願 っておられるという神聖な

事実が証 されています。

モルモン経が真実なら， イエスは神の御子であ り， また
お と め まさ

御 父 が肉 にあって生 みた まい し独 り子，「どんな処 女 に も勝

って美 しくまた麗 しい処 女」 と言 われた マ リヤか ら生 まれ

たお方 というこ とにな ります。(1二 一フ ァイ11：13-21参

照)な ぜ ならモルモ ン経 には， それ らの こ とが ほかの いか

な る書物 にも勝 って は っき りと証 されて いるか らです。
あがな

モルモン経が真実なら，イエスは確かに私 たちの腰 い主

であり，世の救い主です。モルモン経が人々の目から隠さ

れ，後 に世に出されたのには偉大なみこころがありました。

それは 「ユダヤ人と異邦人 とにイエスは永遠 の神なるキリ



ス トにま しま して，万 国の民 に現 われ た もう ことを確 信 さ

せる こ と」 なのです。(モ ルモ ン経 ，扉 のペ ー ジ)

モ ル モ ン経 が真 実 な ら， ジ ョセ フ ・ス ミス は神 の予 言者

です。 なぜ な ら， ジ ョセ フ ・ス ミスは，主 を証 す る この書

物 を世 に出す ため に，神 の み手 の 中で その器 と して働 いた

人だ か らです。

モ ルモ ン経 が真 実 な ら， エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ン ソンは確

か に真 の予言者 で す。 なぜ な ら，彼 は末 日の業 を始 め た ジ

ョセ フ ・ス ミスが神 か ら授 け られ たすべ ての鍵 ，賜， 権威 ，

権 能 を受 けて い るか らです。

モ ルモ ン経 が真 実 な ら， この教 会 も真実 です。 この教会

には， モル モ ン経 を世 に出 した と同 じ権 能 が存在 す るか ら

です。 この教 会 は，救 い主 がパ レスチ ナで， また アメ リカ

大陸 で組 織 された の と同 じ教会 が 回復 された ものです。古

代 アメ リカにおけ る教会 の組織 について は， モル モ ン経 そ

の ものの中 に記録 されて います。

予言の成就

モルモン経が真実なら，聖書 も真実 です。聖書 は旧世界

の民に対する契約 の書であり，モルモン経は新世界の民に

与えられた契約です。 また，聖書はユダの民の記録であり，

モルモン経はヨセフの民の記録です。 このふたつの記録は，

主のみ手の中でひとつに合 わせられ， エゼキエルの予言を

成就 してきました。(エ ゼキエル37：19参 照)聖 書 とモルモ

ン経はともに手 を携えて，救い主が世 の王たるお方である

ことと， その王国の実在 とを証 しています。

モルモン経の中には，多くの人々の心の琴線に触れてき

たメッセージがあ ります。祈 りをもってモルモン経 を読む

人は，貧富の差や学問の有無 に関係なく，その力 によって

成長することができます。

ここで何年か前 に教会 あてに送 られてきた手紙 を紹介 し

たいと思 います。 その手紙には次のように書 かれていまし

た。「私 は今刑務所で服役 中の者です。最近刑務所内の図書

館でモルモン経 という本 を見つけました。読 んでいくうち

に，滅んでいった人々へのモルモンの嘆 きの言葉が書かれ

ているところにきました。『美しい者 たちよ。お前たちはな

ぜ主の道 を離れたのか。美 しい者たちよ。お前たちはなぜ

お前たちを抱えようとして両手をひろげたもうたイエスを

拒んだのか。

見よ，お前たちはこれさえしなかったならば死ななかっ

たものを。しかしお前たちはもう死んでしまって，私 はお

前たちの亡 いことを悲 しみ歎 いて いる。』(モ ルモ ン6：

17-18)私 はこれを読んだときに，モルモンが 自分 に語 り

かけているかのように感 じました。 この本をお送 りいただ

ければ幸 いです。」

もちろん，私たちは彼にモルモン経 を送 りました。 しば

らくたって，彼 は新たな人 となって私 のオフィスを訪ねて

聖徒の道/1988年10月 号

きました。彼 はモルモン経が持っ力 によって生活を変 え，

今は社会的 にも立派 に更生 し，正直 に働 いて自分 ど家族の

生活 を支えています。

この偉大な書物には，祈 りの気持 ちをもって読む人々の

生活 をこのように変 えていく力があるのです。

兄弟姉妹の皆さん，私は皆 さんにはっきりと約束します。

これまでに何度読んだかに関係なく，祈 りの気持ちをもっ

てモルモン経を読むなら，皆さんの家庭の中に， さらに豊

かに主のみたまが注がれるようにな ります。そして，主の

戒めに従って歩 もうとする決意が強められ，神の御子が確

かに生きてましますことがさらにはっきりとわかるように

なるで しょう。'□

ホームティーチャーへの提案

強調点 ：ホ ームテ ィーチ ングの ときに， 以下 の点につ いて

話 し合 う とよいで しょう。

1.パ ー レー ・P・ プ ラ ッ トは， モル モ ン経 に よって生 活

の すべて を変 え，犠牲 をも って その真 実性 を証 して き

た人 々の模 範 で ある。

2.

3.

4.

5.

6.

モルモン経の起源は非常に神聖 な書物であ り，神の力

によってその記録 の真実性がわかると約束 されている

唯一の書物である。

モルモン経の真実性に対する証 は， ジョセフ ・ス ミス

の予言者としての召 しや， この教会が神 の教会である

ことなどをはじめ，ほかの多くの事柄 の真実性につい

て も確信 を与 えてくれる。

モルモン経は，聖書 と同 じように， イエスが神の御子

キリス トであ り，復活されたお方であることを証 して

いる。

モルモン経には，現代 の新聞をにぎわす様々な社会問

題 と相通ずるものが取 りあげられているだけでなく，

それらの問題 に対する最 も信頼 の置ける解決策 も与え

られている。

これ までに何度読んだかに関係 なく，祈 りの気持 ちを

もってモルモン経を読 むなら，私たちの心と家庭の中

に， さらに豊かにみたまが注がれるようになる。

話 し合 いを進め るため に

1.モ ルモン経 に対 するあなたの気持 ちを述べる。家族 に

モルモン経 に対 する彼 らの気持ちを話 してもらい，モ

ルモン経を読み続けるように勧める。

2.こ のメ ッセージの中に家族で読んだり話 し合った りす

るのによい聖句や言葉はないだろうか

3.話 し合 いをより充実 したものとするために，訪問する

前に家長 と話 し合 っておいた方がよいだろうか。監督

や定員会指導者からのメッセージはないだろうか。
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モルモン経が与えて《耽るもの

'」カ、'ごし'ご

私の生活は

Th・G・ バ ー ル マ ン

変わったか

言己歴ξ態蔭㌘εふ愁鷺渠募馨お番晶甚籠
じてきたのではありません。私 には神 が実在 することはわ

かっていましたし，神 は漠然とした霊のようなものではな

く，人間と同じような方であるという確信がありました。

しかし実際にはどのような姿をしているのか，イメージが

わいてこないのです。私の頭にあった神様 は，やさしい笑
ひげ

みをたたえ，輝くような青 い目をした白い巻 き毛 と髭の上

品な老紳士でした。 しかもその神様 は，星の中に住んでい

ました。そして子供心に，星は神様の部屋の明か りだと思

っていたのです。

地元のある教会からもらった祈 りのカー ドから，私は神

の御子イエス ・キ リス トがどのような方なのかを知ること

ができました。そこには大 きな輝 く目をした， ウェーブが

かった茶色の髪の端整な顔立ちの救い主が描かれていまし
や り

た。それは皮肉にも，ローマの兵士 に槍で刺された痛々し

い脇腹の傷 を，釘跡の残 るか細い手で指 している絵でした。

そして身を包んだ白い衣からは，救い主の愛の心を表す赤

い光が放たれていました。

私 のこれまでの生活は，神や救い主 とどんなかかわ りを

持 ってきたのでしょうか。それは決 して神 に受 け入れられ

るようなものではなかったことを認めざるを得 ません。私

はそれまでに，主が禁 じておられるようなことをほとんど

すべて行なってきていました。

月 日がたち，私 はひとりの美 しい女性 と結婚 し，かわい

い子供たちに恵まれました。 また生活面でも，物質的に豊

かで健康 にも恵まれ』何不 自由な く祝福 された毎 日を送っ

ていました。 しかし私 は，それまでの罪深い生活を思 い，

また主にほとんど感謝することのない暮 らしを思い，次第

に自責の念にかられていきました。

ある晩，そうした思いにもはや耐 えられなくなった私は，

人里離れた所へ行 き，心の思 いをすべて主に吐き出したの

です。私 は赦 しを請 い，歩むべき道 を知 らせてくださるよ

う祈 りました。実際のところ取るべき道はわかっていたの

です。ただその道を完壁に歩んでいく勇気がなかっただけ

なのです。

私 はそれまでも折 に触れ， いわゆるその取るべき道 を歩

んで来ていました。たとえば，聖書 を読み，自分な りに祈

ってはいくつか教会 を訪ね歩き，町角で説教 している福音

伝道者の人々の話に耳を傾けることもしばしばあったので

す。

ある誠実 な伝道者の リーダーが，私に，イエスのみ もと

に来て信 じるようにと勧めて くれたことがあ りました。「た

だそれだけでいいのです。 イエスの血があなたを救い，あ

なたをあらゆる罪から清めて くれるでしょう。」そう彼は言

いました。

それはあまりにも簡単なことでした。罪のあるまま主の

みもとに行 くことはできないということは私にもわかって

いました。しかし何 よりもまず私 に必要なのは，完全に清

くな り二度と罪を犯さないようにするということでした。

しか しどうすればそのようになれるのでしょうか。その方

法がわからない私 にとって，それはとてもむずかしいこと

でした。 タ

しかし私は，そのことにっいて祈ったあとで，極力神に

「親 しく」近づくよう努めたのです。たとえば， マラキ書

3章8節 から10節の中の什分の一について読んでからは，

自分 の収入の10分 の1を 慈善団体 に寄付 するようになりま

した。

また行 ないも努めて変 えるようにしました。何事にも正

直に， うそを言わないことにしたのです。また罵ったり，

悪い言葉 を使った りしないようにもしました。またその間

いろいろ不思議なことが起こって，私の生活 は一層健康的

な生活へと変わっていったのです。お酒を飲んでいたとき

のことですが，口にしていたお酒が突然泥水のような味に

なったのです。またコー ヒーを飲んでいて気分が悪 くなっ

たこともありました。お茶を飲んで消化不良を起 こしてし

まったこともあ ります。またたばこへの愛着 も，汚れた茶

色の物体 が，パイプを通 って口から喉の方へ入 り込んでく

る生々しい夢 を見て以来すっか り断ち切ることができまし

た。

このようなことがあった後，私は偶然にも私立図書館の

書庫 を調べていてモルモン経 に出会 ったのです。最初好奇

心からモルモン経を読 み出した私は，非常な興奮 に包まれ

てしまいました。 しか し残念ながら，，図書館 のメンバーで
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なかった私は，そり本 を家 に持ち帰ることができなかった

のです。

しかしモルモン経 との出会いはそれが最後ではありませ

んで した。それから14日 後，私 はアメリカ人 らしいアクセ

ン トのふた りの青年に出会ったのです。彼 らのひとりにイ

エス ・キ リス トを信 じているかどうかを尋ねられた私 は，

信 じるという段階を通 り越 し，確信 していることを伝 えま

した。すると彼 は，手さげかばんから1冊 の本を取 り出し，

私 に読んでみるよう勧 めてくれたのです。驚いたことに，

それはモルモン経でした。

モルモン経を家 に持ち帰った私 は，その後，ひどいイン

フルエンザにかか り，ベッ ドに縛 りつけられることにな り

ました。ベ ッドにいる間，私はずっとモルモン経を読み続

けました。そして第ニニーファイの31章 ，32章 に来たとき，

私はついに長 い間探 し求めていたものを見つけたのです。

そこには，狭 くてまっすぐな道に至 る門である悔い改めと

バプテスマについて，また戒めを守ることについて，そし

て私たちの伴侶 となって助 けを与えてくれる聖霊 について

書かれていました。それらの章 を読んでいくうちに，私 は

モルモン経が真実であると確信するようになったのです。

私は， もしこれが私にとってこの世に残された最後の経験

だとしたら，バプテスマをぜひとも受 けなければならない

という強い気持 ちにかられ ました。セ同時 に，バプテスマ

を受 ける前にインフルエンザで死ぬようなことがあったら

どうしようという気持 ちもありました。いずれにせよ，受

ける必要のあるものならば，私はあのふた りの青年 に家 に

来てもらい，家の浴槽でバプテスマを施 してもらおうと決

めたのです。

私は必死で宣教師たちの住所 を探 してみましたがわか り

ませんで した。ただわかっていたのは，近 くにこの教会 の

小さな建物があるということだけでした。

私の健康は間もなく快復 しました。そしてある美 しい春

の朝，私はモルモン経を手 にすると，ふたりの宣教師のと

ころへ行 き，できるだけ早 くバプテスマを施 してくれるよ

う頼んだのです。面接の中で，彼 らは私が信仰や悔 い改め，

什分の一や知恵の言葉の戒 めについての条件をすべて満た

していることを知 りまし，た。

こうして1977年5月28日 ，私 はバプテスマを受けてキリ

ス トの真実の教会 の会員とな りました。そして初めのうち

は少々疑問を持 っていた妻 も，その年 の8月 にはバプテス

マを受けました。

私 の改宗 とバプテスマは決 して偶然の出来事ではありま

せん。主 は確 かに私 をご自分 の教会 に導いて くださったの

です。またモルモン経は，私 の改宗の決め手 とな りました。

モルモン経を読むことによって，私は狭 くて まっすぐな道

に導かれました。そして今，私 はその道を喜びをもって歩

んでいるのです。□
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質 疑 応 竺目
本誌の答えは問題解決の一助として与えられたもので

あり，教会の教義を公式に亘言するものではありません。

末日聖徒イエス ・キリスト教会が唯
一真実の教会であることはわかりま

すが，他の宗教(信 条)を 信仰して

いる善良な人々はどうなるのでしよ

うか。

嚇學齢 勢献學 勢鹸惨 勢献學勢 雌

回答者

ジョー ジ ・ラ イマ ン

(ソルトレーク大学第21ワード部監督)

天
父は，すべての人に栄光ある報いを得るすばらしい

救いの計画を用意 してくださいました。 さらに，す

べての人々はこの世 にあって，霊界にあって， あるいはま

た福千年の間に完全な福音を聞き，救 いの儀式の祝福 にあ

ずかる機会を手 にします。善良な人々がこれまでどうであ

ったのかまた今後どうなるのかを知 るには， まず救 いの計

画をよく理解 しておかなければなりません。すなわち前世，

現世，霊界，福千年 そして天国についての知識が必要にな

ってきます。

前世

ある意味で， この世に生まれ来 るすべての人々は善人で

あると言えます。まずこのことをよく理解 しておかなけれ



ばな りません。前世 で，彼 らは神 の計画 に従 う方 を選 び，

天 の軍勢 の3分 の1が 追放 された天上 の戦 いでは神 の側 に

つい たのです。(黙 示12：1-10， 教 義 と聖約29：36-37，

モ ー セ4：1-4， ア ブ ラハ ム3：22-28参 照)

追 放 され なか った者 た ちは肉体 を得 ，善悪 を選 ぶ 自由意

志 を もって この地上 に来 る機会 を得 ました。 また彼 らには，

死 を克服 し，再 び御 父の み もとに帰 るた めの神 の教 え，戒

め，儀 式 な どを含 む福 音 を与 えて くだ さる嫡 い主 が約 束 さ

れたので す。 その神 の計画 とは， ひ とつに は人 は罪の ない

状態 で生 まれて くる こと，(教義 と聖約93：38，20：71，68：

27参 照 〉 もうひ とつ は彼 らに真理 とよ り大 いなる福 音 の光

に導 くキ リス トの光 が与 えられる(ヨ ハネ1：9， モロナ

イ7：16-18， 教 義 と聖約84：45-46参 照)と い う もので

した。

現世

したがって本質的には，天父は私たち一人一人の誕生を

大いに祝福 してくださっているのです。私たちには肉体が

与えられ，善悪 を選ぶ自由意志と導 き手 となるキリス トの

光が与えられました。さらに，誕生 してから自分 自身の罪

に対 して責任が とれるまでまったく汚れのない8年 間 とい

う期間まで与えられました。

私 たちにとっては現世そのものが実は驚くべき賜なので

す。私たちはこの現世で痛みや悲しみ，死を経験 しますが，

同時に御父のみもとでは経験できないような様々な方法で

霊的に成長する機会にあずかります。また罪を犯すことも

ありますが，キ リス トの瞭いを通 してそのような罪を克服

し，天父が営んでおられるような生活をするのにふさわし

いことを自分で証明することも可能 なのです。

このような中で私たちは自分 の運命を形作 っていくわけ

ですが，同時に問題 をひとつ抱えることにもなります。す

なわち，汚れたものは一切神 の王国に受け入れられないと

いう問題です。(エ ペソ5：5， アルマ7：21参 照)私 たち

は皆罪を犯 しますから，天父から断たれなければならない

はずです。ところが天父は私たちに，天父のみもとに戻 る

方法を備 えてくださったのです。ヨハネが記 しているよう

に 「神 はそのひとり子 を賜わったほどに， この世を愛して
み こ

下 さった。 それ は御子 を信 じる者 がひ と りも滅 びな いで，

永遠 の命 を得 るため」(ヨ ハ ネ3：16)な の です。

キ リス トの願 いに よ り私 た ちは悔 い改 めが で き， キ リス

トヘの信仰 を実践 し神 の戒 め を守 るとい う，バ プ テスマの

ときに交 わ した誓約 を守 る ことに よって罪が赦 され るので
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す。こうした誓約 を守 り，悔 い改めをし，信仰を実践する

ときに私たちは聖霊 の賜を受けます。そしてその賜 によっ

て，私たちは霊的にもっと成長 し一層キリス トに近づくの

です。 こうして福音の中で成長 していくときに，永遠の結

婚の儀式が私たちにとってより現実的なものとな り，その

儀式 によって私 たちは自分の愛する家族 と共に神のみ前で
∂

永遠 に暮 らせるのです。

それ らすべての儀式は，地上 の権威ある僕 を通 して愛あ

る天父により執行 されます。末 日聖徒 イエス ・キリスト教

会の神権者である僕たちを通 して神の力が表わされるので

す。(教 義と聖約84：20-22参 照)イ エス・キ リス トは彼 ら

を通 して，全人類のためのご自身の救いのみ業を指示され

ます。彼 らを通 して，すべての神の息子，娘たちにこれ ら

の偉大な賜 を受け入れ，あるいは拒む機会が与 えられるの

です。

キリス トについて聞いたこともない善良な人々が大勢い

ることから， それがどのような形で実現するのか疑問に思

う人がいるかも知れません。 また幼 くして死んだ子供たち

はどうでしょうか。彼 らはどうなるので しょうか。

霊界'

予言者 ジョセフ ・スミスを通 してこの神権時代 に回復さ

れた良 きおとずれは，救い主の計画によってこの世でなけ

れば霊界ですべての人々に福音が伝 えられるというもので

す。イエス ・キ リス トはご自身の教会 を組織 され，地上で

福 音を伝 える宣教師 を選ばれただけでなく，亡 くなった

人々の霊が復活を待ち望 んでいる霊界 にも3日 間留まられ

ました。キリス トはそこで，亡 くなった人々が皆完全 に福

音を聞くことがで きるようみ業 をなされたのです。(ヨハネ

5125，1ペ テロ3：18-20，4：6， アルマ40：11-14

参照)

救い主 はまた，死者のための神殿の儀式を定め， それに

よってすべての人々が救いの儀式 にあずかれるよう配慮 し

てくださいました。身代わ りによって行 なわれるほかの儀

式同様 に，死者のためのバプテスマは生きている私たちに

先祖の身代わりとなってバプテスマを受 ける機会を提供 し

てくれています。私たちはすべての者が福音 を聞き，すべ

ての者が救いの儀式にあずかる機会 を手にするとい う約束

を受 けています。

したがって，私たちにはキ リス トがこの世 に来 られる以

前 にこの世 に生 きていた善良な人々は，現世 で受け入れる

ことがなかったにせよ霊界で福音 を受、け入れることができ
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るということがわか ります。同様 に，救い主の時代以後 に

生 きてきた善良な人々にも，霊界で完全 に説かれた福音 を

聞き，その福音と地上で彼 らの代わ りに行 なわれる救いの

儀式を受け入れる機会があるのです。

復活 と福干年

多くの人々 に とって，復 活 は喜 びの ときです。 イエ ス ・

キ リス トは，地上 の善 良 な民 は福 千年 の初 め に義 人 として

復活 す る と約 束 して くだ さって います。(ヨ ハ ネ5：29参

照)自 分 自身 もしくは身代 わ りによ りバ プテ スマの水 をく

ぐってキ リス トを受 け入 れ，戒 め を守 った人 々 は，救 い主

の再 臨 の際 に共 に復 活 す るの で す。(1コ リン ト15：22-

23， 黙示2014-6， 教 義 と聖約76：50-70参 照)バ プ テ

スマを受 けずに亡 くな った幼 児 もこの ときに復 活 し， 永遠

の生命 を受 け継 ぎます。 この世 で福 音 は拒 んで も正 しい立

派 な生 活 を した人々 は，福 千年 が始 まって間 もな く復 活 し

ます。 この中に は， イエ スの雄 々 しい証 し人 にはなれ なか

った もの の， 清 い立派 な生活 を送 った末 日聖徒 も含 まれ ま

す。(モー サヤ15：24-25， モ ロナイ8：22， 教 義 と聖約45：

54，76：71-79，88：97-99参 照)サ タ ンが縛 られ る1千

年 の問，これ らの人々 はイエ ス ・キ リス トご自身 に よ り直 々

に導 きを受 け るこ とになるので す。(黙 示20：1-6， 教 義

と聖約45：58，59参 照)

福 千年 の終 わ りに は，正 しくない者 の復 活 が起 こ ります。

この復活 は，福 音 を決 して受 け入 れ ようと しな い者，(神 の

戒 め を知 って いなが ら守 ろ うと しな い)罪 に とどまってい

る者 な どす べて の邪悪 な者 たちの復 活 です。(教 義 と聖約

76：81-82， モ ーサヤ15：26参 照)そ して最 後 の復 活 は，

主の み力 を十分 に知 りそのみ力 にあ ずか りな が ら真理 に背

き，聖 いみた まの証 に背 く罪 を犯 し， サ タンの反 逆 に加 わ

るために神 の み力 を拒 んだ滅 びの子 たちの復活 です。彼 ら

だけが悪魔 とその使 いた ちと共 に永久 に追放 され るこ とに

なるのです。(教 義 と聖 約76：31-43参 照)

サ タ ンは ここで解 放 され.邪 悪 な者 を集 め，裁 きの 日が

来 る前 に義 人 に対抗 して戦 い を挑 み ます。(黙 示20：7-

9， 教 義 と聖約88：110-116参 照 〉 そ こで善 良な人 々は，

サタ ンに立 ち向か う ミカエル の側 につ き，神 が悪 に対 して

完全 な勝利 を収 めるの を 目に します。(こ の戦 い にお いて

は， もはや 「他 の宗教 を持 って いる善 良 な民 」 とい った表

現 は必要 な くな ります。 なぜな らすべて の人 はそれ まで に

キ リス トの側 につくか，反対 に キ リス トに背 くかの どち ら

かに分 れ てい るか らです。)
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裁 きの 日と天国

で は大 いなる審判 の 日には， この世 の善 良な人々 に何 が

起 こるので しょうか。 それ まで に主 の教 会 の会 員 とな った

人々 はすべ て 「天国」 へ行 き，教 会 に加 わ って いない人々

は 「地獄 」へ行 くの で しょうか。 肉体 の死 の後 の生 活 につ

いて救 い主 は，御 父 の家 にはた くさんの住 まいがあ り， 日

の光栄， 月 の光 栄，星 の光栄 という3つ の光 栄 があ ると教

えてお られ ます。(ヨ ハ ネ14：2-3，1コ リン ト15：41，

教 義 と聖 約76：96-98参 照)最 も低 い光 栄 で ある星 の光栄

で さえ，「人智 の計 り知 らざる もの」(教 義 と聖約76：89)

な の です。

主 は， すべて の人 々 は裁 かれ，各 自の働 きや心 の望 み，

信仰 に応 じて光 栄 を受 ける と約 束 して お られ ます。 日の光

栄 に入 る人 々 は，御 父 と御 子 にまみ える ことが で きます。

(教義 と聖約76：62参 照)ま た月の光栄 に入 る人々 は御子

と まみ え，星 の光栄 に入 る人々 は聖 きみた まの教 えとこの

王 国 に遣 わ され た天使 によ る教 え と導 きを受 けるので す。

(教義 と聖約76：77-78，86-88参 照)た だ し滅 び の子 だ

けは， これ らいずれの光栄 にも入 るこ とがで き ませ ん。

救 いの計画

確 か に，神 とイエ ス ・キ リス トの愛 は私 たちの思 いを超

越 した偉大 なものです。援助 を差 し伸 べ裁 きを下 す うえで，

これ ほ どまで に私 た ちに寛 大で，忍 耐強 く思 いや りあるお

方 はほかに お られ るで しょうか。 救 いの計画 は， これ まで

生 きて きた人々現在 生 きて いる人々， そ して これか ら生 ま

れて くるすべ ての人々 に差 し伸 べ られてい ます。 この世 で

の立場 や状 況 によ って 人 を拒 む ような ことはな く， すべて

の人々 に神 の王 国の最 も大 いな るものを受 ける機 会 を与 え

て くれ ます。信 じる者 にも信 じな い者 に も， また イエス ・

キ リス トについて一度 も耳 に した ことのな い者 にも同様 に

機 会 を与 えて くれ るのです。神 はこの ように して，私 た ち

を深 く愛 している こと を示 して くださ って いるの です。

二一 ファイが言 ってい るよ うに，主 な る神 は 「人 聞の 中

で ため になる ことを為 したまい，人 間 に明 らかで なけれ ば

何 事 もな した まわ ず， 万人 が主 の御許 へ来 て主の め ぐみ に

あ ずか るよう に招 きた もうてい る。 それ であ るか ら， 主 の

御 許 へ来 る者 は黒人 と白人，奴 隷 と 自由人， 男 と女 の区別

な く誰 を拒 みた もう こともない。 また主 は異教 徒 さ えもか

え りみ た もうか ら，神 の御前 にはユダ ヤ人 も異邦 人 もみな

平等 」(II二 一 フ ァイ26：33)な の で す。



私たちは，義人にとって霊界は安息

の場であると教えられています。で

は幼児虐待などによって受ける心の

傷はどうでしょうか。そのような人

の中には，受けた心の傷を一生引き

ずっている人もいます。こうした人

は，死後も心の痛手を克服するため

につらい思いをしなければならない

のでしょうか。

學勢勢勢 勢献勢 献献勢 勢勢勢學

回答者

ア レ ン ・E・ バ ー ジ ン

(ブ リガ'ム ・ヤング大学心理学教授

ブリがム ・ヤング大学第1/ス テーキ部，

副ステーキ部長)

世
の多くの人々は，他人の悪事 に起因する情緒的，精

神的問題 に苦 しめられ悩 まされています。肉体 や精

神的な虐待，あるいは性的虐待 によって引き起 こされた子

供のこのような問題 は，親の手による場合 はなおさらのこ

と，あとあとまで(大 人になるまで)消 えることがありま

せん。

聖徒 の道/1988年10月 号

精神的，情緒的痛手の原因となるものはほかにもありま

す。科学者は，精神上の疾患は，身体の生化学上の欠陥に

よって引き起 こされることが多いと指摘 しています。麻薬

やアルコールを常用 している母親から生 まれた幼児の薬物，

アルコール依存症は， その端的な例です。重度の精神障害

や慢性 の精神分裂症 もまた，心身に長期 にわたる影響 を及

ぽし，自分にはどうすることもできないいくつかの生化学

上の因子によって引き起こされるものです。

私 たちは，環境や生活が，あるいはその双方が精神面の
そこな

健康 や正常な行動 を害っている堕落した世界に住んでいま

す。 ジェームス ・E・ タルメージ長老はこのように述べて

います。「小児たちはその両親の善 い性質 または悪 い性質を

ある程度まで受けついで生まれ，遺伝の結果が認められる。

善 悪の傾 向，祝福 とのろいなどは代々伝わ るものである
・アダムの子らは 『死すべきこと』 という悪 を生来受け

ついだ者である。 しかしながら，キリス トの 『贈罪』 によ

り人類 は， この堕落 というのろいの状 態から全部 腰われ

る。」(信 仰箇条の研究p。114)

このことから，人から情緒的痛手を受けた人々は，贈い

により，死後それらの痛手か ら解放 されると考えられます。

身体上の欠陥 によって引き起 こされたものであろうと外部

からのストレスによるものであろうと関係なく，パラダイ

スに入る人がそのような平安 と安 らぎを得ることになって

いるとすれば，そうした異常な状態から解放 されることは

ぜひとも必要な ことです。(モ ーサヤ3：11， アルマ40：

11-14参 照)

主は確かに義のお方です。主は，ご自分の子供たちが他

人の悪事 によって傷 つけられた事実を考慮し，思 いや りを

示してくださるでしょうし，試 しのこの世 を越えてまでも

ご自分の子供たちを悩 まし続けるようなことはなさらない

はずです。

もちろんこれは， 自分 自身の力で生活を変 えていく能力

を持 っている人々が責任逃がれに理屈を並べ，自分の身に

振 りかかった問題に手をこまねいていてもよいというので

はあ りません。私たちは，主が 「いささかも罪を見逃 した

まわない」(ア ルマ45：16〉 ことを知 っ・ているはずです。

例をあげてみましょう。生化学的な問題と環境 の双方が

誘因となる同性愛の性癖 に悩んでいる人がいるとします。
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福音では，そのような人々にもしっか りと自己修養 し，生

活を変 えてそうした性癖を克服するよう，最大の努力を求
ふけ

めています。かつて同性愛に耽っていた多くの人々がその

ような努力をし，すばらしい結婚生活を築いているという

事実 は，たとえどんなにむずかしくて も，人はそのような

問題 を克服 し，福音の原則 に沿った生活ができるというこ

との証明です。

これと同じ原則が，性的虐待や薬物， アルコールの乱用，

過食や暴力など他の多くの問題 にも当てはまります。その

ような問題がすぐに永久的に改善 されることはむずかしい

かもしれませんが，情緒的，精神的問題 に悩む多くの人々

は，みたまの導 きと専門家のカウンセリングそして自分 自

身の努力によって，すばらしい進歩を見ることができるの

です。r思うような進歩が見 られないのは，精神障害や精神

錯乱など極端な場合だけです。

私たちは重大な病的疾患を，人間の弱点 と混同 しないよ

う十分 に注意する必要があります。私たちに何の弱点 もな

かったら， この世は試 しの世ではなくなり，神の救いの計
くじ

画は挫かれてしまうでしょう。主はこのように言われまし

た。「われは人を謙遜 にするために人に弱点を与うれど……

かれらがわが前にへ りくだりわれを信ずる時にはその弱 き

を強きに変 えん。」(イ テル12：27〉

私 たちはみずからの霊を鍛 え，内的，外的双方の苦難に

対抗 することによって霊的に強められていきます。主ご自

身が幼児虐待 などの悪を生 じさせることは決 してあ り得 ま

せん。 しかし， ご自分 の子供 たちの自由意志 と責任 を守る

ため，子供 たちに(自 分 自身の行ないの結果であろうと他

人の行ないの結果であろうと関係なく)自 由意志の誤用の

結果を知 らしめ， その苦痛を経験 させ られるのです。

この世で受ける傷 を克服するために，私 たちにできるこ

とはまだまだたくさんあります。もし私 たちがキ リス トの

みもとに来て，私 たちを傷 つけた人々を赦すならば，わず

かではあっても解放感を味わうに違いあ りません。確かに

主は私たちに，傷 つける人々を赦す ように望んでおられる

のです。憎 しみの重荷から解放 されたとき，私 たちは贈い

を通 して 「終 りの 日に……善い状態へ復」(ア ルマ41：3)

されるよう、言・さわ しく生きる力を手 にすることができるの

です。口
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子供と芸術

生
活 の 中にあ って，芸術 は私 た ちの美 に対 す る基本 的

欲求 を満 た して くれ る もので す。 努 めて芸 術 に心 を

向 ける家族 は，豊 か な家庭 生活 を送 る ことがで きます。 芸

術 を通 して，私 た ちは人々 を鼓 舞 し，教 え， 啓発 す る こと

がで き ます。

しか し，芸術 には， 人 によ って 自然 に受 け入れ られ る も

の とそ うで ない ものがあ ります。 したが って子供 た ちには，

文学， 音楽，絵 画，彫刻 ，演劇 ， ダ ンスな どの いずれ に最

も魅力 を感 じるかを考 える機会 を与 えて くだ さい。教 会 の

基本 的 な教義 によれば，私 た ちはすべて の賜 を兼 ね備 えて

い るわ けではあ りませ ん。(教 義 と聖約46：11参 照)リ ズム

感 や歌 唱力， 完壁 な音感，話 術，均 整 のとれた肢体 ， これ

らは どれ も賜 で す。私 たち にす べての賜 は与.え られて いな

いか も しれ ませ んが，未開発 の賜 は必ず ある はず です。「す

べ ての神 の娘 ， 、害、子 た ちは何 らかの才能 を持 ってい る。」ジ

ョセ フ ・F・ ス ミス大管長 はそ う言 ってい ます。(「 ジ ュー

ビナ イル ・イン ス トラクター1903年11月 号p.689)

どの 子供 も創造性 を持 って い ます。 です から私 た ちは 自

分 の子供 が それ ぞれ独 自の方法 で そう した力 を発揮 して い

け るよ うに助 けてあ げなけれ ばな りません。見 た こ とや感

じたこ とを文章 や音楽，絵 ，踊 りなどで表現 す るよ うに勧

め るこ とは，子供 たち に自分 自身 について知 る機 会 を与 え

る こと にな ります。子供 たちは また，伝 統的 な物語 や音楽，

踊 りな どに親 しく接 す るこ とに よ り，文 化遺産 を身近 に知

るこ とがで き ます。

それ ぞれ の子供 の才能 や能 力 を知 って いる と，各分 野 で

彼 らが さらに伸 びてい ける よう様 々な機 会 を提 供 して あげ

るこ とがで き ます。 どの子供 にもその子 な りの賜 が与 え ら

れ てい るはずです。 です か ら，子供 た ちは皆 同 じ才 能 を持

ち， み んなが同 じよ うにその才 能 を発 揮 す るはずだ という

親 の期 待 ほ ど，子供 た ちが創 造性 を 自由 に伸 ば して い く妨

げ とな る もの はないの です。両親 は， それ ぞれ の子供 の賜
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を

よ

よ

た

や

ら

は

抱

に

供

考

号

り

記

し

に

供

ず

．

傍

て

を

親

子

を

月

な

日

で

習

子

必

の

い

想

両

る

い

２

か

，
と

練

，

。

。

ド

て

理

に

祈

違

年

，
は

こ

は

み

す

す

ツ

し

い

前

て

の

７８

は

法

る

能

読

で

で

べ

く

高

る

い

ち

１９

と

方

め

才

を

の

ず

に

し

気

寝

ず

た

道

こ

な

勧

う

語

る

は

り

忙

に

…

ま

供

の

く

単

う

い

物

せ

る

わ

ど

ち

…

ざ

子

徒

書

簡

よ

と

て

さ

れ

終

ほ

た

い

ひ

る

聖

番

く

く

つ

え

さ

そ

け

。

つ

す

見

で

を

切

場

大

く

が

い

と

て

こ

い

る

磨

げ

し

あ

ば

て

伸

め

を

極

能

見

才

に

，

緒

や

】

会

む

践

ち

訓

す

実

た

教

ま

と

供

る

し

牲

子

れ

ぼ

犠

，
ら

及

て

に

得

を

し

び

で

響

に

た

程

影

し

で

あ

か

の

の

し

る

生

。
れ

人

す

ら

の

ま

め

供

れ

高

子

ら

は

の

め

力

そ

求

能

，

が

の

は

ロ

を

機

す

々

る

過

い

か

の

で

往

す

の

良

る

長

の

は

揮

そ

に

あ

成

る

に

発

た

面

で

，
げ

れ

を

ま

る

何

後

あ

そ

能

。
ゆ

が

の

て

才

す

ら

　

つ

美

う

意

話

な

み

て

話

い

み

を

た

も

ね

庭

よ

賛

よ

注

て

く

て

げ

を

て

て

々

私

を

重

家

に

う

し

ひ

い

聞

え

挙

か

い

し

人

，‘気

を

。
奏

歌

で

ぜ

つ

を

考

を

の

聞

案

は

に

囲

験

す

伴

に

る

，
に

楽

を

か

る

も

提

楽

様

雰

経

ま

の

前

れ

か

値

音

法

る

い

つ

に

音

同

い

な

れ

楽

の

く

る

価

ク

方

あ

て

い

う

い

。
良

ろ

く

音

り

で

い

の

ッ

な

が

い

に

よ

良

す

に

い

て

い

祈

い

て

楽

ロ

的

楽

聴

ち

く

。
ま

体

う

し

し

の

注

い

音

，
定

音

け

た

聴

す

り

全

い

を

わ

族

を

聞

の

に

肯

な

だ

供

を

で

な

族

が

り

さ

家

ま

を

れ

ち

と

ん

れ

子

楽
．

葉

と

家

族

作

ふ

，
た

楽

ぞ

た

つ

ど

ど

，
音

言

段

は

家

ド

，
り

み

音

れ

者

も

に

を

間

の

の

手

楽

，

一

は

な

に

な

ぞ

若

，
緒

楽

週

野

界

一
音

は

ム

間

と

々

ん

。

。
く

一

音

数

分

世

の

い

楽

い

時

の

人

ど

い

す

な

と

の

。
の

は

現

良

音

し

の

も

う

が

さ

で

は

ち

ら

す

か

楽

表

も

。
わ

強

な

集

族

だ

切

で

た

れ

で

ほ

楽

音

己

て

す

さ

勉

義

に

家

く

大

の

供

そ

の

く

音

自

い

ま

ふ

の

意

場

て

も

う

子

が

る

な

び

お

れ

で

音

有

の

結

に

く

え

福

に

そ

に

庭

て

う

や

ら

，

つ

家

し

く

べ

さ

は

と

の

ら

い

夕

て

歌

ひ

ち

た

て

の

も

ま

慣

を

で

そ

ム

と

ず

供

り

習

供

り

。
ズ

こ

は

子

あ

の

子

た

す

り

る

る

の

に

書

ず

つ

で

や

す

れ

ち

う

読

ま

く

切

き

う

ら

た

そ

ら

。
め

大

響

そ

そ

私

き

か

す

を

が

つ

た

そ

。
で

ち

ま

ジ

と

持

ま

が

た

待

う

き

一

こ

の

。
味

し

期

い

て

ぺ

る

葉

す

興

ま

は

さ

つ

，
げ

言

ま

の

り

姿

小

な

り

あ

に

き

ち

な

む

は

に

た

で

ち

で

た

く

し

に

切

つ

ん

た

が

供

な

ぞ

ち

大

持

読

供

と

子

し

い

た

が

を

て

子

こ

る

を

に

供

と

本

し

，
る

す

書

書

子

こ

え

出

て

え

対

読

読

’
る

と

を

つ

伝

に

ど

，
ら

せ

た

声

よ

を

念

ほ

く

か

さ

，

，
に

ど

概

昔

な

す

け

き

も

と

な

い

は

は

で

つ

抱

て

こ

れ

し

々

で

。
に

に

く

る

流

新

学

人

外

ん

身

ざ

な

す

の

文

例

せ

を

ひ

き

う

話

で

で

む

み

と

言

。

族

み

は

い

て

こ

と

う

家

て

で

さ

つ

う

ど

よ

，

つ

楽

だ

払

合

な

し

て

合

音

く

を

し

ま

み

し

る

て

力

と

た

に

し

つ

果

，
ぜ

員

に

の

意

こ

ま

う

。
楽

を

効

に

な

定

う

日

注

る

。
よ

す

は

信

に

会

，
徒

よ

一

の

す

す

る

で

と

自

特

閉

み

使

の

。

ち

う

ま

き

の

こ

に

は

と

読

二

次

る

た

そ

り

で

く

む

力

詩

会

で

十

に

ま

鷺

聯欝
灘

撫

と

ま

つ

し

を

し

供

点

の

一

て

老

の

こ

り

持

正

識

出

子

の

庭

い

し

長

供

鷺

鷺

諺

雛
濠

蜷

欝

堕

砺
鰍
鵬
綜
巽

駕
騨
勢

轄

す

り

庭

の

話

ア

し

ん

す

し

子

的

一

読

や

対

，
徳

と

う

な

家

中

を

・

良ド

を

増

に

り

道

供

そ

も

る

の

か

Ｊ

。

本

を

本

ま

，

子

，

に

あ

学

の

・

す

に

い
彙

は

強

に

，

し

と

。

文

な

ン

ま

ち

こ
語

ち

も

時

も

す

こ

す

が

き

ビ

い

た

，

た

絆

同

り

で

る

ま

ち

好

｝

て

。

供

め

供

の

と

よ

と

せ

り

た

が

マ

し

す

子

高

子

子

る

何

こ

さ

あ

供

れ

の

告

を

で

親

な

い

け

が

子

そ

会

勧

１６







む

け

し

日

た

知

十

東

神

は

姉

の

曜

受

で

も

し

を

七

て

ン

老

ズ

初

日

を

と

に

ま

と

ず

し

ロ

長

ン

最

，

け

こ

ち

い

こ

ま

そ

ア

ス

一

の

て

だ

る

た

て

の

，

，
に

ク

ヨ

で

つ

務

す

員

れ

弟

は

に

プ

ン

ジ

プ

よ

任

反

会

さ

兄

ち

老

ン

ハ

。
ン

に

る

に

教

許

ク

た

長

ヤ

，
た

ヤ

と

司

え

針

の

が

ツ

師

ス

キ

後

し

キ

こ

た

教

方

民

と

夕

教

ク

，
の

ま

は

た

し

を

の

難

こ

宣

ン

り

接

し

弟

れ

ま

連

，
う

国

で

な

は

内

行

動

囲

を

活

範

事

道

た

行

伝

れ

の

，
ら

会

め

め

教

た

認

む

る

し

含

い

か

を

て

し

拝

き

。
礼

て

た

曜

祉

ハ

取

面

任

兄

さ

り

福

・

を

。
聖

ク

任

な

の

Ｄ

絡

た

に

ツ

聖

に

か

・

連

し

職

タ

が

う

ほ

ン

に

ま

の

「

彼

よ

と

オ

者

え

老

坑

。
る

妹

リ

理

伝

長

ま

た

き

姉

マ

管

を

を

い

し

で

ズ

の

会

と

グ

て

ま

が

ン

会

教

こ

ン

つ

り

事

『

韻

肋

職

弥

瀟

櫨

簡

ジ

一

ジ

が

ク

こ

者

礼

た

第

ア

者

ツ

は

権

に

つ

人

南

権

タ

妹

神

日

り

か

。

ル

し

ち

彼

い

る

か

床

た

ダ

ま

も

。
救

あ

ば

の

し

ン

し

は

す

ら

に

た

ト

ま

サ

福

と

で

か

ン

れ

一

き

，
祝

こ

の

ア

コ

さ

り

ず

め

を

る

る

ジ

ニ

任

ク

ま

締

れ

き

い

ボ

・

聖

ン

ざ

を

そ

で

て

ン

ナ

コ

ひ

イ

で

た

に

タ

き

参

謝

，

合てけ受を務任の練訓軍空のムナトベ南

て

，

れ

は

ら

弟

え

兄

支

ク

に

ツ

字

タ

活

り

加

し

カ

バ

す

ク

の

で

ツ

に

求

ロ

て

難

中

し

上

ク

裂

に

感

ム

イ

の

タ

妹

を

ア

つ

，

の

ら

の

ネ

を

式

く

ナ

タ

た

，
姉

手

，
と

は

さ

ざ

聞

い

ン

儀

深

ト

た

き

日

ズ

握

り

に

ち

暑

ら

新

古

パ

の

に

べ

れ

て

の

ン

，
な

女

た

な

ざ

古

に

で

餐

と

の

さ

れ

初

一

く

と

彼

師

う

の

た

ツ

ち

聖

こ

中

束

連

最

ヨ

な

員

。
教

よ

屋

い

ヤ

持

は

る

の

約

に

た

ジ

は

会

た

宣

す

小

敷

シ

面

グ

れ

禍

の

プ

し

・

で

教

し

祉

蒸

，
に

い

な

ン

ら

戦

全

ン

着

ス

ぎ

が

ま

福

の

は

め

白
臥慶

ホ

い

を

安

ヤ

到

イ

じ

分

し

。

朝

老

た

た
恥敬

・

て

族

・と

キ

に

ラ

お

自

話

た

の

長

る

し

ま

ク

き

家

由

難

プ

エ

な

は

に

し

イ

の

守

古

ま

ッ

生

，
自

避

ン

の

的

彼

女

で

を

着

の

タ

，
近

，
の

ヤ

師

統

。
彼

せ

タ
膝

は

き

。
ん

最

し

連

キ

教

伝

た

を

ら

ら

彼

履

た

ろ

は

出

国

宣

る

し

と

知

祉

す

ま

こ

い

語

福

が

せ

た

し

英

の

人

か

つ

れ

と

会

ア

驚

か

う

化

教

ジ

を

授

に

文

は

ボ

・女

を

実

洋

弟

ン

彼

権

は

西

兄

力

て

神

れ

に

，
め

ン

そ

民

「
｝
ｒ

鎧

」
膠

薫

関

撒
‘

諫

「

●

．．岬

鵠

．

篭

＝

、燃
汐

纏

蕪

灘

．

階

鑑

謝

躍

．
・

臓

．
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鯉

慶

む

義

鐙

饗

望

警

毒

嚢

露

鼻

鷲

謝
柵
簾

濾

樋

鴬

榊
駕

認

齢

し
と
し
も
り
畜

す

離

努

翫

薦

締
漣

禦

礫

灘

調
畿

繍
鷹

鵬

蹴
編

雅

幽
警

瓢

寵

総

蹴

嫌
搾

境

縫

　

が

何

度

た

ち

ひ

ど

話

に

ど
、
し

く

，
の

い

ら

は

ジ

を

る

。
離

め

り

た

ク

よ

，

。
た

私

て

い

に

と

て

し

き

兄

て

で

メ

ま

一

を

ツ

学

と

た

都

し

待

の

。

，
士

て

ま

て

ず

ら

合

が

い

ボ

ら

す

す

り

か

か

れ

ツ

の

き

た

つ

。

つ

炊

私

妻

っ

う

着

ク

し

す

ア

け

ラ

長

タ

エ

こ

ま

の

ま

の

ら

た

け

兵

来

い

せ

か

彼

り

な

る

ン

彼

車

ま

切

確

か

恐

タ

次

行

し

か

た

売

を

と

，
持

こ

に

ツ

移

て

ら

受

イ

会

る

の

る

そ

き

兵

彼

し

向

人

ら

で

さ

い

ぜ

え

あ

力

停

い

を

を

が

を

を

へ

ま

な

し

を

飯

る

と

を

ブ

タ

に

れ

か

を

テ

副

あ

営

む

，
で

備

た

で

を

ア

か

り

過

は

小

越

，
と

め

て

車

か

間

と

が

が

警

し

人

背

ジ

こ

も

通

う

ｄ

の

り

で

イ

。
た

つ

関

い

時

こ

た

と

の

ま

ム

に

ボ

ど

つ

を

そ

ん

軍

乗

ス

タ

た

の

語

機

な

に

る

し

こ

り

り

ナ

ち

ン

は

す

ち

ら

せ

，
を

バ

，
し

修

う

ら

が

常

す

ま

る

た

あ

ト

た

力

私

話

た

た

ま

り

機

の

と

ま

補

こ

か

雷

非

生

り

け

ふ

が

べ

私

は

。
を

私

つ

り

た

危

式

で

け

の

は

車

地

に

往

あ

抜

「

と

は

は

ち

た

終

く

だ

あ

つ

う

旧

車

続

路

弟

客

の

め

ち

も

り

寅

こ

り

士

た

し

始

な

士

い

な

い

た

列

を

線

兄

が

発

た

立

と

切

ま

た

と

兵

私

ま

部

と

兵

違

に

と

し

た

旅

た

ク

客

不

の

ま

。
れ

一

こ

人

に

う

り

に

ま

で

し

ツ

乗

て

そ

ま

こ

に

｝

れ

ひ

人

樋

鱒

凪

妨

苗

払

鴛

既

伽

踊

払

暁

凝

旋

灘

Ｋ

嫁

纐

汐

勅

乳

引

伽

ら

，
話

止

で

ト

の

求

る

が

ト

て

わ

な

山

そ

ン

で

た

列

を

で

た

め

て

う

び

人

べ

た

を

い

と

べ

れ

襲

に

を

，
バ

雷

し

ず

車

の

持

止

き

こ

呼

ア

の

つ

示

て

は

し

ら

に

う

物

で

ダ

地

で

ま

貨

る

を

聴

趨
剃
辮
樹
旋
肋
曜
乙
轍
凶
働
髄
縫
賄
悼
献
は
酵
猟
動
繍
吻

と

所

り

い

ま

料

御

ふ

う

れ

こ

た

祈

て

出

食

は

み

払

そ

の

れ

に

し

に

に

女

ま

を

へ

．

き

離

主

に

村

ん

彼

つ

金

う

と

と

と

口

る

さ

と

と

お

こ

た

る

に

を

あ

奥

る

ひ

，
と

つ

り

う

の

，
の

す

を

し

の

ま

降

よ

も

と

こ

。
塩

謝

ち

止

を

る

な

く

そ

す

，
感

た

に

車

か

く

行

，
で

め

に

供

め

列

つ

ろ

て

ね

の

詰

主

子

た

は

見

く

い

訪

た

に

は

た

の

私

が

ら

歩

を

み

皮

彼

せ

修

「
。
物

ば

ど

家

で

の

司

か

補

す

べ

し

ほ

の

ん

ナ

た

す

の

ま

食

は

ロ

れ

頼

ナ

し

を

路

い

に

ち

キ

外

か

バ

ま

腹

ン

で

プ

離

イ

マ

部

の

に

国

ロ

ヤ

の

ン

を

タ

ス

キ

会

職

，
．
。

キ

た

ヤ

ム

は

テ

一

協

の

つ

す

民

つ

キ

ナ

ら

プ

テ

助

長

持

ま

難

だ

の

ト

彼

バ

ス

扶

部

を

い

の

内

ン

ベ

，

が

ル

の

支

所

て

グ

領

コ

，
後

ク

ラ

ー

一副

務

い

ン

ア

ニ

で

の

ツ

ト

部

２

事

働

バ

ジ

・

月

そ

タ

ン

支

第

と

て

ダ

ボ

ナ

５

。

・

セ

人

の

場

し

バ

ン

パ

は

た

ン

州

ム

会

工

と

で

カ

の

の

し

ダ

タ

ナ

長

造

師

と

は

イ

た

ま

ン

ユ

ト

部

製

技

こ

こ

夕

い

い

ミ

，

べ

支

に

査

の

ぞ

な

着

て

の

在

ー

た

州

検

と

し

全

。

つ

妻

現

部

ま

タ

子

．

つ

か

安

た

た

，

は

支

。

ユ

電

，

の

。

つ

ま

月

移

彼

第

ま

は

社

ー

。

ル

い

弟

会

サ

イ

末

し

う

す

れ

ン

サ

る

う

合

民

く

エ

。
ン

い

こ

り

移

て

「

た

エ

に

。
取

に

つ

に

し

「

カ

た

を

カ

な

上

ま

は

り

し

絡

リ

に

以

し

彼

メ

ま

連

メ

一

．で

隠

た

ア

み

と

ア

サ

ま

に

い

を

頼

彼

が

ン

今

所

着

紙

に

は

弟

ポ

は

場

に

手

う

弟

兄

ス

彼

な

プ

の

よ

兄

ク

が

，
全

ン

そ

る

ク

ツ

人

と

安

ヤ

，
れ

ツ

タ

友

る

を

キ

し

く

タ

て

の

れ

れ

民

出

て

，
し

そ

肪

浸

灘

髄

逃

捌

ほ

ざ

か

し

り

手

転

わ

た

と

が

に

去

に

に

が

し

た

疑

切

を

元

人

所

ま

つ

嫌

大

ム

行

友

居

り

な

を

の

し

ナ

人

敗

シ

ス

失

ド

オ

に

ン

ラ

み

イ

，
試

て

人

の

め

ア

そ

求

ジ

が

を

ボ

々

活

ン

人

生

力

の

い

，
ん

良

人

さ

り

ム

く

よ

ナ

た

，
ト

中

る

つ

込

れ

願

り

わ

を

乗

舞

と

に

見

こ

船

に

る

の

態

れ

員

状

く

満

水

て

た

脱

べ

し

ゃ

伸

損

え

し

破

飢

差

な

，
を

さ

来

手

小

襲

の

て

ム

彼

男

な

ｄ

の

雇

と

き

の

助

つ

た

よ

え

タ

妻

ン

す

ナ

は

長

少

得

て

を

．」
働

た

具

り

通

夕

し

兄

供

え

彼

と

え

た

を

。
そ

ク

子

払

σ
こ

与

し

ア

す

ン

ツ

の

が

す

る

を

と

ジ

ま

バ

タ

人

金

で

め

由

落

ボ

い

ン

。
６

お

の

ら

自

を

ン

も

ミ

た

と

な

た

き

は

命

力

人

娘

し

妻

要

れ

あ

に

脚

筋

練

劒

雌

ば

賜

讃

糖

鮒

れ

ム

試

３

脱

親

の

を

こ

り

，
の

父

る

子

る

と

わ

ナ

を

ら

ト

出

ン

て

の

す

の

い

ひ

へ

捕

べ

脱

ダ

つ

ノ

出

こ

に

も

，
南

と

ン

伴

ン

脱

ら

共

と

に

，

ヘ

ミ

を

サ

を

か

と

く

。

う

で

イ

の

ハ

「
。

む

に

を

ナ

発

の

の

な

に

す

ク

し

と

と

は

心

額

出

タ

と

方

弟

に

う

て

た

つ

り

ら

ボ

物

」

ト

の

徒

人

に

と

で

ツ

に

ひ

落

く

刷

ン

ベ

」
聖

友

う

こ

の

タ

と

の

を

多

に

印

イ

ン

日

て

よ

る

た

　

は

べ

途

す

賊

援

払

し

の

う

の

，

サ

ま

ト

私

，

，

燭
。纂

獅

撫

畿

蒲

惣

ぎ

纏

醐
瀦

鵬
噺
瀦

・

た

り

し

，
あ

の

を

ツ

を

へ

の

な

話

い

の

て

ま

れ

ジ

そ

一

，
多

脱

た

こ

北

兄

歳

こ

え

つ

と

な

げ

ン

鵡

１

る

資

粗

，

，

ま

る

て

ク

８

は

抱

か

に

は

あ

カ

し

る

得

に

と

３

あ

中

命

前

て

み

」％
す

つ

ツ

て

弟

を

な

ら

に

て

【

ま

す

を

か

う

年

れ

当

金
碑
密

整

８１

わ

相

お

に

が

１９

。

な

に

は

う

備

は

す

行

料

弟

よ

準

家

で

で

給

兄

い

で

一

の

き

の

ク

な

と

㍉

た

撫

徽
　

嫉
雛

蔑

友
纏

拙
強

轍
し

つ

人

う

に

し

道

焙棋

テ
盤

蒲，
月

騰
璽
襟

描
伽
潮
畑
卵
傭
頒
龍
鰍
轍

照
購
畷
論
諜
燗

た欝

驚
灘

鼎
欝
跨
窯
獄
瀞

た

兄

。

の

。

ボ

い

に

ふ

ロ

す

ご

ク

す

人

た

ン

て

う

。
サ

で

は

ツ

ま

ア

し

力

着

よ

た

，

の

り

夕

い

ジ

ま

は

の

の

し

が

た

祈

・

て

ボ

い

妻

女

人

ま

す

つ

２２
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む

。
と

す

な

証

け

た

こ

で

も

て

つ

し

た

の

い

つ

見

ま

い

い

疑

よ

を

し

驚

な

の

に

え

心

，
が

何

書

答

決

が

と

，
聖

の

と

た

こ

り

そ

う

し

る

あ

は

は

そ

ま

す

で

義

私

だ

め

盾

葉

教

。

け

始

矛

言

の

か

つ

ら

ら

み

経

う

見

か

何

の

ン

よ

で

と

は

神

モ

し

身

こ

に

な

ル

で

自

る

経

重

モ

の

分

す

ン

貴

。
る

む

穀
鱗
灘
灘

，
本

よ

復

な

を

，

１７

つ

エ

“

改

で

と

ん

会

に

う

の

の

に

葉

は

：

か

イ

ーイ

う

と

た

ス

た

た

ネ

は

す

る

」

れ

．リ

と

れ

わ

ハ

で

対

ラ

い

ざ

か

キ

句

わ

。

て

わ

書

，

聖

三＝口

い

ー

む

ち
い
か
ト
空
言
し
２・
な
る
ス
鶏

嚢

傲
墓

繍

ダ
響

鶴

誘

能

臓

ヨ

の

に

マ

臨

え

ど

は

キ

い

そ

こ

の

た

臥
人

０

の

教

ほ

で

・

つ

ひ

。

そ

聡
灘
驚

隷

綴

罫 の

の

あ

へ

こ

で

問

，
義

質

は

教

た

私

の

い

に

主

て

い

い

れ

て

か

つ

開

待

が

く

心

強

の

耐

私

忍

むた

主

テスアニルオフ

員

む

舶
饗

謬

環

篇

に
の
て
ダ
彩

砒
＋
ゆ
蒙

磁
難

脇

微

款

難

舘

，
句

理

，

て

し

け

・王

つ

私

り

つ

マ

ン

理

に

モ

聖

ま

が

ま

の

長

ち

者

い

グ

さ

い

父

は

う

４３

真

互

と

て

い

と

し

会

ズ

う

死

つ

マ

に

て

御

私

よ

：

し

聖

に

は

し

強

つ

い

知

，

よ

さ

．

モ

る

交

書

つ

て

こ

に

教

一

く

は

に

が

し

つ

に

も

き

２３

解

の

当

私

解

勉

見

救

を

年

に

だ

ラ

，

す

を

聖

と

じ

る

と

の

ヤ

い

私

命

ス

た

上

ぐ

で

は

力

理

ら

本

て

誤

は

を

が

と

８４

ま

く

一

部

関

典

，

に

信

す

こ

夫

チ

で

。
使

工

わ

に

す

。

た

ル

と

れ

，

つ

が

私

え

会

こ

１９

た

て

ポ

キ

に

聖

に

私

く

明

る

り

ん

た

の

イ

「

と

後

か

な

ー

だ

こ

が

な

分

答

教

る

み

い

＊

一

ら

義

々

々

く

主

家

人

じ

音

て

に

同

福

し

め

，
た

そ

た

り

れ

，
う

あ

さ

で

合

で

織

園

ち

ン

組

公

か

ヤ

。

，
分

チ

た

で

を

ス

し

店

」

リ

で

れ

ク

ン

て

ず

な

モ

し

と

的

ル

と

お

身

モ

つ

き

献

反

と

良

末

教

信

し

を

予

仰

は

の

た

通

心

称

信

く

ら

れ

精

に

自

の

多

彼

さ

に

め

う

ち

の

，
か

物

た

い

た

人

て

の

版

の

と

分

総

瓢

鷺
舶

出

つ

つ

モ

ノ

・

ら

を

よ

が

．会

に

モ

）

論

分
蕪

む

エ

に

き

い

徒

と

う

い

で

す

テ

導

に

イ

人

え

て

聖

こ

る

て

会

で

プ

に

と

一

ル
評

莞

論

霧

隷

ヨ

道

い

う

心

人

に

ジ

の

て

そ

を

善

も

、

罵

サ
私
引
は
邸
㌫

∬
皆
靴
喬

協
ほ
請

鵡

齢
聞

い

天

断

当

の

鷺
よ

た

「

に

人

の

ー

うよ叢
力

玄
，

が

ロ

リ

会

。

力

部

し

で

す

・

ド

ま

ま

ま

ア

一

け

き

い

イ

ワ

受

と

て

デ

ト

を

る

し

カ

ス

マ

れ

謝

ル

一

ス

か

感

ア

イア

な

ひ

の

鳥

の

私

は
薯
ま

導

間

的

の

音

し

義

年

身

ム

福

ま

主

た

の

話

呉

し

を

に

に

ま

ほ

苦

こ

ね

し

変

の

ら

は

再

ま

る

た

の

重

１３

献

ラ

「

は

い

グ

は

か

福

で

の

る

ロ

私

し

が

徒

神

あ

り

て

の

実

は

を

行

ら

私

㌘

に

す
私
畿

難

騰

雛

蕊

驚
謙

薦

蹴謡

越

灘
鍛
繕

鱗鎌

鵜

繍
灘

舳齢齢
號

脚
．

日

会

仰

て

痛

言

の

こ

国

ち

と

質

し

部

は

末

は

の

ろ

し

て

で

ま

な

私

た

て

彼

い

ま

し

の

め

的

後

つ

い

，

ろ

い

そ

た

や

霊

の

も

つ

に

い

は

α

め

を

の

ぞ

を

に

び

，

て

た

始

の

中

。

証

教

た

と

け

し

り

く

の

た

る

宗

る

う

傾

で

わ

行

活

し

た

に

が

そ

を

ん

変

へ

生

ま

固

た

あ

示

耳

せ

は

会

，

し

確

つ

が

を

に

ま

心

教

が

に

，

め

題

と

か

り

の

は

た

と

の

は

話

こ

静

わ

私

私

し

こ

の

ち

の

る

は

変

，

，

ま

く

も

た

そ

い

彼

く

て

後

り

お

い

私

，

て

。

た

し

の

あ

て

な

。

が

つ

た

つ

通

婚

は

し

い

た

た

違

し

ま

を

離

愛

と

て

し

し

間

で

，

機

つ

し

ま

で

が

駄

は

危

り

む

れ

た

会

つ

し

教

に

ま

の

く

じ

こ

づ

感

，

近

と

て

が

る

し

期

あ

そ

死

が

。

，
要

た

め

必

し

始

る

ま

し

え

れ

化

伝

触

悪

に

に

が

ち

心

癌

た

の

，
供

私

は

子

，

父

を

は

の

さ

証

理

切

な

義

大

潔

の

の

簡

２３
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ました。

｢わが子よ
,忘 れずに青年の時知恵を得

よ。青年の時から神の命令を守ることを習

慣とせよ｣と は確かに主のみ言葉だと思い

ます。友人や社会での交わりの中において

も,い つも何が正しくて,何 をしてはいけ

ないか,ま た何をしなければならないのか

が,はっきりとわかるようになっていました。

19歳 になってメルケゼデク神権をいた

だいたときに私が幼いころから抱いていた

望みは大きくなり,そ の1年 後に兄と共に

伝道に出ることになゆました。

伝道に出る前に｢本 当に伝道に出たいの

か。伝道に出て何を伝えたいのか。｣そのこ

とを知 りたくて,ず っと祈っていました。

このとき初めて私は主と心が交わったこと

を悟 りました。心の中に｢主 が世の人々に

どれほど 『愛』を示 したもうたかを心の中

に深く考えてほしい……｣と 感じたのです。

しかし,そ のとき私は,｢で も神様 私は自

分が愛されていることを本当に知っていま

すが,ほ かの人が愛されていることを知っ

てはいません｣と心の中で言いました。｢ど

のようにすればいいのですか。｣

すると天父はこのように答えてください

ました。｢あなたが得た喜びを,ほ かの人々

にも……o｣

泣けて泣けて仕方ありませんでした。｢私

も伝道に出られる｣と わかったからです。

主がそうすることを望んでおられることを

知 ることができたからです。私は私が得た

喜びを分かち合うことができるのです。

凱 たん樹ぐの碩し､
黒木 俊霧

。､｢覧!忌}

小鎧1観灘蕊轍
時期がありました。私の家は仏教でしたし,

私 自身もキリス ト教について興味はなかっ

たので別に気にしませんでしたが,あ る七

夕の日の出来事は今でも良く覚えています。

母が七夕の笹の葉に結わえる｢た んざく｣

に願いごとを書 くよう私 たちに言って渡す

と弟はすぐにこう書きました。｢大きくなっ

たら宣教師になって全世界で伝道 したい｣

と。そのときの私にはそれがどうしても理

解できませんでしたし,あ る意味では馬鹿

げた願いに思えました。まさか,自 分がク

リスチャンになって,こ うして伝道するな

どと夢にも思っていませんでしたから。

それから何年かたち,私 が中学2年 生の

冬を迎えたとき,ふ たりの若いアメリカ人

宣教師が私たちの家を訪れました。父は彼

らを家の中へ招き入礼 その日から私の家

族は永遠の家族となるための道を歩みはじ

めました。そして家族でバプテスマを受け

るため,一 人一人が証を持てるようになる

まで根気づよく励まし合い助け合って翌年

の4月 に家族5人 で一緒にバプテスマを受

けることができました。

やがて私は社会に出て伝道資金を貯める

､/

..

'

遷
hい 邑亀･● 9■b 亀亀 噂 1い9

臨うら

亀､●9

そして今,今 度は私たちが,私 たち家族

を愛してくれた,あ の宣教師と同じ神様の

使いとして,同 胞に主の愛を伝 えるために

働いています。

主の器となりきれずに自分の無力さを感

じてしまうこともあります。しかし,弱 い

ときにこそ,主 の力を借 り,主 の人を導 く

不思議な業を見 驚き,喜 び,強 くなるの

です。主は確かに世の人々を愛されていま

す。そして私は神のみ手に使わされて,人

に主の愛を伝えることができることを誇り

に思い,こ の業に喜びを感じています。

この業が確かに主のみ業であることを心

を込めて証 します。(く ろぎ･とよき1967

年生 まれ,東 京東ステーキ部牛久ワー ド部

出身)

ために上京して働き始め,2年 後,弟 も同

じ会社に就職 しました。そのころからふた

りの伝道に出る決意がさらに強くなり,自

分たちの家族の様に世の人々にこの喜びを

知ってもらいたい,主 の愛を伝えたいと強

く思うようになり,弟 と互いに励まし合っ

て伝道に出られる日を待ちました。JMT

Cに 入 ったのは去年の8月,長 老はふたり

だけだったため私の最初の同僚は弟になり

ました。また幸いなことに両親 と妹が鹿児

島地方部の神殿参入で宮崎から来ていたた

め,一 緒に神殿に入ることもできました。

伝道に出てからすでに1年 が過ぎ,そ の

間に多くの縄験をしました。伝道の偉大さ,

すばらしさに感動して胸が熱くなったこと

もありましたし,時 には悲しいことやつら

いことが生活を塞いでしまうこともありま

した。しかし,そ の経験から新たな証を得

主が私たちを見捨てず支えてくださること

を知 りました。そして未熟な私に力を添え

てくださいました。｢恐れてはならない。わ

たしはあなたの神である。わたしはあなた

を強くし,あ なたを助け,わ が勝利の右の

手をもって,あ なたを支える。｣(イザヤ41:

10)と 書 いてある通 りです。

宣教師として働けることを本当に感謝し

ています。

私は伝道に出て,宣 教師が必死になって

働いている姿を見ました。同僚がみたまの

導きを求めて祈るのを見ました。教会員が

伝道の喜びを知って涙を流すのを見ました。

人が主の福音によって変わってゆくのを見

4ロ ーカル
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っかりと心に留めていました。｢わ が民は,

すべてのことに試煉を受けざるべからず。

かくして彼らはわが与えんとして持てる光

栄 すなわちシオンの光栄を受くるために

準備せらる。｣(教 義と聖約136:31)

長 く苦しい旅の終わ りが近づいてくると,

一人一人の心の中に喜びが満ち
,疲 れきっ

た体にも新たな力がわいてくるようになり

ました。

ある開拓者が残 した古びた日記の中には
こうべ

こう書かれています。｢私 たちは頭を垂れ,

心からの感謝の念を持って,全 能の神に謙

遜に祈 り,こ の地を神の民が住む地 として

み前に捧げた。｣

別の開拓者は次のような言葉を残してい

ます。｢私たちが山の中腹を掘って作 った一

部屋だけの家には,窓 のようなものは何ひ

とつなく,ド アもなかった。それで母が出

入口の所 に古びた毛布を一枚つるした。そ

れが最初の冬の間,わ が家の ドアとなった。

母は,た とえ豪華な宮殿を持つ女王でも,

この横穴式の家ができたときに自分が感じ

た誇らしい気持ちや,主 のみ守 りと祝福へ

の喜びにまさる思いを感じることはできな

いだろうと話 していた。｣

開拓者たちは様々な試し,苦 しみ,悲 し

みを確固たる勇気と不動の信仰によって乗

り越えていきました。開拓者たちを予言者

として導いたブリガム･ヤ ングは,彼 らが

交わしていた誓約について次のように言っ
しか

ています。｢而して,わ れらの誓約はかくの

如し。すなわちわれら,こ とごとく主の法

2メ ッセー ジ

令を履瀕 了うべし,と 。｣(教義 と聖約136:

4)

現代に生きる私たちの試練

時の流れとともに,人 々は開拓者を忘れ,

粗末な墓に愛する者を葬って涙と苦しみの

道を歩み続けた彼らへの感謝の気持ちを失

ってしまっています。現代の私たちにはど

のような試練があるでしょうか。歩みを困

難にするごつごつとした道や山はないので

しょうか。切 り開かなければならない道は

ないのでしょうか。苦労して渡 らなければ

ならない川はないのでしょうか。現代社会

を脅かす様々な危険から,私 たちを安全な

道へ導く開拓者精神は本当に必要とされて

いないのでしょうか。

道徳の標準は低下の一途をたどっていま

す。犯罪を犯 して刑務所や感化院に送 られ

たり,法 の制裁を受ける人々の数 も増えて

います。重罪から軽い罪まで,そ の種類を

問わず,犯 罪が増加 しています。礼儀を重

んじる気風も急速に衰えているように思わ

れます。永遠の喜びを犠牲にして,束 の間

の喜びを追い求めている人々も多くいます。

宇宙を征服 しても自分 自身を治めることが

できないでいるのです。このようにして

人々は心の平安を失っているのです。

私たちは,昔 の開拓者たちのような勇気

と強い意志を身につけることができないの

でしょうか。現代の開拓者になることはで

きないのでしょうか。ある辞書には,開 拓

者の定義として,次 のようなことが書かれ

ていました。｢先に進み,他 の人々に進むべ

き道を示す人｣今 こそ開拓者が必要とされ

ている時代です。

一時は隆盛 を誇ったギリシャ人やローマ

人も,他 の人々の権利を尊重せずに,い わ

ゆる｢自 由｣を 追い求めるようになると,

衰退の道をたどり始めました。彼らは努力

をせずに安楽な生活を望み,自 分の責任を

果たさずに安全を手にしようとしたのです。

しかし最後には,自 由も,安 楽な生活も,

安 全もすべて失ってしまいました。人々が
きゆうきゆう

利己的な目標の追求に汲 々としている現

代にも同じようなパターンが見受けられま

す。一方,｢だ れの話に耳を傾けたらよいの

か｣｢だ れに従ったらよいのか｣｢だ れに仕え

たらよいのか｣と,生 活の指針を求めて,

あちらこちらとさまよっている人々もいま

す。そしてサタンは私 たちに偽 りの指導者
こうかつ

を与え,狡 猜な方法で義と善の道から引き

離そうと,常 に待ち構えているのです。

真理に固くつく

しかし,真 剣に耳を傾ける人なら,｢わ た

しは道であり,真 理であり,命 である｣(ヨ

ハネ14:6)と 言われた救い主のみ言葉を

心に留めることでしょう。誘惑に負けず,

真理に固くつくには,主 のみ言葉に耳を傾

けなければなりません。,忘れないでくださ

い,一 時的な興奮や罪悪の中に喜びを追い

求めようとしても,決 して心の飢えを満た

すことはできないのです。罪悪から徳が生

まれることはなく,愛 が憎 しみによって強
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1988年11月 家庭訪問メッセージ

｢愛 は
,す べてを耐 える｣

(1コ リン ト13:7)

目的:人 生の様々な苦 しみの中にあっτも,思',† りり,

謙遜 ざ,勇 気,信 仰な どをざらに強めτ刀く。

ンダーセン姉妹が心から主に頼るよ

ア うになったのは,幼 い娘が,そ れま
で友人として交際 していた男性から性的な

虐待を受けるという忌まわしい出来事があ

った後のことでした。長々と続いたその裁

判では娘自身が証言させられ,家 族もかな

りの苦痛を強いられました。

事件は裁判によって公にさ礼 アンダー
うつせき

セン姉妹の家族は不快な思いを轡積させて

いきました。彼女はそのときの自分の気持

ちについて次のように述べています。｢家の

中のいつもの仕事や教会の責任を果たすの

がとてもつらくなり,考 えが混乱したり,

気持ちが落ち込むようなことが何度もあり

ました。｣

しかし,主 は彼女の家族がこの困難な時

期を乗り越えられるように,友 達というす

ばらしい祝福を与えられました。そして主

はもうひとつの方法で彼女に祝福を与えら

れたのです。生まれて間もない彼女の子供

が夜中に目を覚ますようになったのです。

それはほかの子供たちのときにはまったく

経験しなかったことでした。その理由はあ

とになってわかりました。彼女はこう言っ

ています。｢みたまのささやきによって知っ

たのですが,主 は私が毎晩毎晩目を覚まし

たまま,悩 み苦しんでいることのないよう

に,子 供の目を覚 ましてくださったのです。

子供が起きているので夜中でもすることが

あり,悲 しんでばかりいるわけにもいきま

せんでした。｣

彼女とまったく同じでないにせよ,私 た

ちはこの世に生きている限 り,苦 しみや悲

しみを縄験します。ベンソン大管長は次の

ように話しています。｢主が予告されている

ように,私 たちは現在人々が肉にあっても,

また霊にあっても恐れおののいている時代

に生きています。またサタンは聖徒たちを
ふち

失望と落胆の淵に沈め,暗 い陰うつな気持
やつ さ

ちにさせて滅ぼそうと,前 にも増して躍起

になっているのです。｣(『落胆してはならな

い』｢聖徒の道｣1987年3月 号,p.2)

試練 に負けてはいけません。私たちは試

練を通して謙遜 さ,信 仰,勇 気 思いやり

などについて学び,さ らにキリス トに似た

者 とさえなることができるのです。試練を

通 して,私 たちは慈愛すなわちキリストの

純粋な愛を,さ らに強めていくことができ

ます。そして,こ のキリストの純粋な愛は,

｢すべてを忍び
,す べてを信 じ,す べてを

望み,す べてを耐える｣の です。(1コ リン

ト13:7,モ ロナイ7:45参 照)

試練のときに人々に純粋な愛を示し,主

を信頼するのは決して簡単なことではあり

.ません。そのようなときにはベンソン大管

長の次の言葉を思い出してください。｢主の

ようになろうという目標を心に抱いてくだ

さい。そうすれば,主 を知り,主 のみここ

ろを行ないたいと心から求めることによっ

て,沈 んだ気持ちを払い去ることができま

す。｣(『落胆 してはならない』p.7)

苦 しみ,失 意,悲 しみ,迫 害にあっても,

それに耐え,主 を信頼するには,強 い信仰

が必要です。アルマの次の言葉は,忍 耐に

ついて,私 たちに多くのことを教えてくれ

ています。｢お 前が神 にたよればたよるだ

け,そ れだけ多くお前.は自分の身に受ける

試煉と苦しみと悩みから救われ 終 りの日

になって高 くあげられる。｣(アルマ38:5)

D

訪問教師への提案

1.人 は悲 しみを通 してさらに謙遜になり,

キ リス トに似た者となることができる。

そのことについて話 し合う。

2.試 練を通して成長 した経験があれば,

それについて話 し合う。

(｢家庭のタベアイデア集｣pp.13&143

173-74参 照)

4メ ッセージ
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広島ステーキ部

ワード部/曳 部特集〔コ
｢ひかり｣が 見えτまますよ

響7一 畔部

◇
●･

0(つ,

●全国各地のワード部/

支部をご紹介するコー

ナーです。

濠ねが滞9≒欄 卜
。滋 礁 嶋熟

怠迦

ご,

∬ 縞射

認溶厨需

島駅から,北 へまっすぐ歩いてb分,

広 訪問してくださる方から｢日 本で一
番よい所にある教会ですね｣と,よ く言わ

れます。名前は広島光ワー ド部。教会にぴ

ったりの名前だと誇りに思っています。約

1〔陣前に,元 の広島支部から分割されて,

広 島東支部 として始まり,約1年 後に今の

光町に移 りました。広島市の東部3分 の1

をエリアとし,約100名 の会員が集ってい

ます。

3階 建の建物は,元 は喫茶店,レ ス トラ

ン,麻 雀クラブでしたが,少 しずつ改装し

て今は教会らしくなっています。 しかしま

だ献堂 されていないので,1日 も早 く全面

改装して,正 式に献堂された教会の建物に

なる日を楽しみにがんばっています。旅行

者には特に便利なようで,帰 還宣教師の家

族や広島大学の留学生,外 国人のビジネ

》輪 磨藤 碁を繍 嚢
貸僑鷺藻 瞳 総燦忌競･

小
さいころ,私 の目によく映ったのは

両親の喧嘩でした。父はお酒が好き

で母によく怒鳴 ったり,重 い灰皿を投げつ

けたり,食 卓のテーブルをひっくり返すこ

ともありました。私は父に対して悪い気持

ちを抱いたまま高校に進学しました。そん

なある日,1家に帰ると母が倒れていました。

そしてその日の午後 脳血栓で亡 くなった

のです。そのとき目の前が真っ暗になった

のを今でも覚えています。私はその後 父

に反抗的になり,家 に帰っても父と顔を合

わせるのが嫌で,友 だちとよく遊ぶように

なり,曲 った道を歩むようになりました。

しかしそれから1年 ほどして,家 に兄夫婦

が一緒に住むようになり,兄 嫁は私に何度

も手紙を書いて,正 しい道を進むように気

つかせてくれました。1976年 にこの教会に

入ってからは,父 に対する悪い思いも少 し

ずつ変わり,今 では私を育ててくれた両親

に感謝 しています。

今は信仰篤き夫と,3人 の子供に恵まれ

ています。結婚して今年の5月 で1(陣 にな

りました。その間子供のことや主人の仕事

のことでいろいろなことがありました。 ま

た去年の夏に,私 は顔面麻痺にかかり,半

年間つらい思いをしました。しかしこの経

験によって,自 然に笑えること,食 事をこ

ぼさずにちゃんと食べられること,人 と気

持ちよく話せることなどが,本 当にすばら

しいことだいうことに気づき,感 謝せずに

はいられませんでした。また,私 がつらい

とき,い つもそばで一緒に悩み励ましてく

スマンがよく訪問してくださいます。ロー

カルにしては国際的な教会です。

現在も副監督のラーソン家族や,プ ライ

ス家族が集っています。真に光 を求 める

人々,福 音を本当に必要 としている人々,

またみすがら救いを求める人々のために福

音の喜:びや幸福を共に分かち合えるような

ワー ド部になるよう,｢光｣と いう名前に恥

じないよう,私 たち光 ワー ド部の会員はが

んばっています。もし広島に来 られること

がありましたらこの輝 くばかりの 健物は

古いですけれども)光 ワー ド部へちょっと

･寄 ってみませんか?き っとあなたも｢ひ か

り｣が 見えてきますよ!(や まだ･え いじ

1954年 生 まれ)

れた家族や教会員に感謝しています。

その後 私を扶助協会の会長 という大切

な責任が待っていました。まだ顔面麻痺が

完全になおった状態ではなかったため,私

は悩みました。ときどき頭痛 も起こります。

2週 間考えた結果,や はり神様からの召し

なので引き受けることにしました。この責

任をいただいて,た びたびいろんな問題が

起こりますが,前 のような頭痛はありませ

ん。これも本当に主の恵みだと思います。

弱点や欠点の多い私でも神様に従うとき祝

福が与えられます。モルモン経の聖句の中

で,イ テル書12章27節 に｢見 よ,わ れは人

を謙遜 にするために人に弱点を与うれど

……わが前にへりくだりわれを信ずる時に

はその弱きを強きに変えん。｣と あります。

私たちの弱点は謙遜にするため,と 書かれ

ています。この聖句から神様からの大いな

る愛を感じます。これからもへりくだる心

と感謝の気持ちを忘れずがんばりたいと思

います。(に し･すえこ1956年 生 まれ 扶

助協会第1副 会長)

6ロ ー カ ル
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が広島の地に来て,ち ょうど3年 が

私たちました。私が集っている光ワー
ド部は,広 島の中心部にあるため,人 の出

入りが激しい所です。毎年春先になると,

幾人もの人たちが光ワー ド部から旅立ち,

また転入してきます。その中のひとりに上

稲兄弟(83歳)と いう方がいます。

昔,ハ ワイに移住されていて,近 年日本

に戻られた方です。長い間外国暮 らしをさ

れていたため,英 語がとても流暢です。毎

週ワード部に集われて,い つもニコニコ,

笑い顔の絶えない温厚なおじいちゃんです。

教会では朝,｢お はようございます,お 元気

ですか｣と お互いに言葉を交わして握手を

します。好 きな人や久 し振 りに出会 った

人と握手をするとき,心 ときめき,1日 が

とても楽しくなります。また,あ の人と来

週会えるかな?会 えるといいな1な どと思

いながら1週 間を過ごします。

私は,日 曜日に上稲兄弟と握手をするこ

とを楽 しみにしているひとりです。お世辞

にも女性の手のようにすべすべしてはいま

甲 。 耳 吹 … 。}'､､･戸･､ギ

･灘 ワヂド麟 難 特蜜
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臨 軽e

約
8カ 月前に,私 たちは光ワード部に

転入してきました。このワート部の

会員 として過 ごしてきた8カ 月間は,私 た

ち家族にとってまさに成長 チャレンジの

時であり,幸 福の時でした。愛は言語を越

えてすべての人々か理解できるものだ,と

言います。私たちにはその意味がよく分 り

ます。たとえ私たち家族が日本語を話せな

くても,光 ワード部の方々の愛をよく感じ

られるからです。光ワー ド部の人々は,日
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私
は,広 島に転入して8年 になります。

その間光ワー ド部は何度か分割,合

併を繰 り返えしてきました。私が初めて光

ワー ド部にやって来たときは,ま だ東支部

と呼ばれており,そ の後約2カ 月ほどして

広島ステーキ部が組織さ礼 東支部は現在

の光ワー ド部となりました。

こういう名称がつけられたのには,理 由

がありました。光ワー ド部の所在地が光町

という場所であることも由来のひとつです

が,も うひとつの理由は｢光 の子となるよ

うに｣と いう思いが込められていたからで

す。

振 り返えってみると,い ろいろな経験が

脳裏に浮んできます。 まだ東支部だったこ

ろ,み んなが様々な品を持ち寄ってバザー

をし,そ のお金で新品のピアノやオルガン

を購入することができました。礼拝堂でこ

れらの楽器を見るたびに,ハ ザーの光景を

思い出します。また,会 貝の増加で分割の

時期を迎えたころ,光 ワー ド部と中央支部

が組織され,支 部の会員となった私たちは

朝9時 から12時 まで安息 日の集会 を行 な

い,月 に1度 は午後から全員で伝道 しまし

た。支部になってしまったさびしさと1日

も早くワー ド部にしたいという熱意が倒錯

せんが,ご つごつした年輪を思わせる手は,

長い年月の間培われた人間の深みを感じさ

せ,暖 かさと人を安心させるものがありま

す。

人と握手をすることは,教 会員にとって

日常当たり前のことのように思いますが,

私 には人との心の触れ合いのような気がし

てなりません。人との出会いはたった1度

しかないかも知れませんから,特 にそれを

大切にしたいと考えています。握手がどこ

で,ま たいつの時代から始まったのか知る

由もありませんが,す ばらしい習慣だと思

います。このすばらしい習慣を大切にして,

その心の触れ合いを大事にしていきたいと

思います。(に しもと･こうじ1956年 生 ま

れ,書 記補助)

本人もアメリカ人も中国人も同じように温

かく迎え入れてくれるのです。

私の4歳 になる娘は,と てもすばらしプ

ライマリーの先生に教えていただいていま

す。1歳 になる息子は,皆 さんにお世話 に

なっています。私たち家族はみんな,こ の

光ワー ド部に来れたことを感謝 しています。

(ブライアン･ラ ーソン1959年 生 まれ,

第1副 監督)

していました。また,ひ とつの建物をふた

つの地区で使用することに不慣れな私はず

いぶんとまどったものでした。しかし,皆

良い経験であったと思います。また,多 く

の若い会員が伝道に旅立 って行きました。

光ワー ド部の建物は元喫茶店だったとい

うこともあって少々風変 りですが,私 はこ

の建物が好きです。内部改装のとき,み ん

なでペンキを塗ったり,ゴ ミを片付けた思

い出は建物に対する愛着を一層増 してくれ

ました。

光ワー ト部では現在,第1日 曜日の朝に

山に行って奉献の祈 りをします。監督会や

宣教師の方々の証を聞き,そ こでひざまつ

いて祈るとき,主 の愛 と助けを感じ,こ れ

からもさらにみんなで前進 していこうと,

決 意を新たにしています。(い まおか･み と

り1962年 生 ま礼 ステーキ部初等協会第

1副 会長)
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す

た

な

ま

ま

供

ム

れ

２

グ

を

支

３５

余

々

だ

く

実

ま

つ

的

の

れ

子

ラ

．わ

の

の

弟

。
は

年

人

ま

強

が

い

覆

照

そ

触

人

ス

な

ち

こ

兄

た

で

５

の

い

が

神

て

を

対

る

に

８

イ

行

う

の

ル

し

今

で

ン

，
え

，
じ

顔

は

れ

さ

人

。
に

の

ン

ギ

ま

，
ン

一

が

教

で

信

で

と

わ

か

大

た

日

日

一

マ

れ

い

一

レ

す

の

々

と

ル

式

思

温

は

し

曜

平

レ

・

さ

な

レ

一

ま

教

人

，

一
様

と

の

ち

ま

金

の

一

一

織

伴

一

た

バ

い

ム

な

る

べ

活

質

徒

た

き

は

間

バ

ニ

組

に

バ

は

ラ

か

い

生

異

聖

私

開

拝

日

ド

て

入

む

国

す

た

狩

下

の

。

そ

員

々

も

ヨ

メ

に

諸

で

れ

鷹

殿

鷹

た

，

会

人

と

一

ア

と

た

の

さ

る

子

た

し

り

，

こ

ユ

，

こ

し

た

練

あ

太

え

ま

知

教

，
了

い

に

さ

，

ツ

の

，

て

績

ン

は

め

業

，

ア

た

で

ポ

一

ア

求

の

，

。

見

画

研

が

ビ

も

今

ス

レ

フ

を

て

一

リ

法

し

け

や

学

教

ン

の

助

い

大

で

一

理

の

思

ル

校

レ

管

活

や

。
ネ

学

一

物

生

愛

た

一

の

バ

動

の

な

し

コ

部

に

生

て

か

ま

の

西

初

野

し

温

り

ク

カ

最

で

と

の

知

一

リ

，

・

理

研

供

獣

い

や

て

ド

管

の

提

鳥

れ

ム

の

鷹

に
、

へ

て

わ

ノ

代

の

私

つ

な

ク

現

私

を
，
事

使

行

イ

に

を

が

ヤ

育

は

仕

鷹

り

シ

飼

彼

の

む

ち

に

た

た

の

え

る

二

後

た

面

れ

訓

で

皇

捕

い

を

た

国

し

し

ち

う

せ

私

諸

ま

ま

た

の

だ

は

終

驚

湾

ら

も

一

，
ブ

し

し

私

そ

い

で

究

間

ラ

を

ら

年

ア

験

た

が

す

で

計

の

た

ラ

が

は

の

１２

，
経

も

化

で

所

の

理

し

ア

会

で

代

バ

カ

方

と

の

地

る

を

文

の

る

ち

管

で

，
機

島

古

，
ル

る

士

む

で

た

じ

歩

教

た

至

た

物

定

と

す

半

る

年

ア

す

博

た

ン

年

で

た

ま

れ

感

進

ム

い

の

私

動

予

イ

か

ア

す

７６

．

用

る

し

一

３２

す

の

れ

離

え

的

ラ

て

界

，
生

る

バ

生

ビ

を

１９

サ

適

け

で

レ

ー９

は

上

さ

霊

ス

つ

世

初

野

戻

ド

を

ラ

猟

。
イ

を

お

の

　

，
国

向

こ
れ

と

イ

な

は

当

の

に

に

究

ア

狩

す

ン

術

に

た

バ

が

の

活

恐

長

に

り

で

職

次

研

の

ま

べ

技

究

し

ん

こ

生

せ

に

の

い

ま

き

民

て

り

と

国

し

あ

た

，
期

は

れ

は

を

で

さ

ち

重

国

見

た

慎

産

発

者

は

生

が

治

に

油

油

統

方

石

石

。
い

な

て

た

使

き

め

し

の

大

初

ま

富

ど

で

い

た

ほ

ア

て

れ

れ

ビ

し

ら

そ

ラ

在

得

，
ア

存

，

は

に

に

め

の

２７号明旬螂刀道の徒聖
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、
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、購
霧

梶
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、灘
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鹸
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’幡

漁
、

籔

灘

．欝

繊

鱒

．纒

燈

瀞
卑尚

・

臨

蒔

向

を

野顯

礁
暢
鵡
凱

塩

現

ラ

ち

う

い

一

一

一

私

，
プ

た

こ

て

ユ

レ

バ

，

に

喝

者

の

つ

リ

一

が

れ

翻簾

耀

が
顎

嚇

あ

検

代

ち

ン

と

一

・力

邦

で

を

古

た

オ

ン

と

ル

連

㍊

伽
膨

窪

誌

ス

さ

や

が

ス

ヤ

私

ク

首

の

練

工
⊥

水

テ

キ

に

ツ

ブ

ら

訓

大

の

プ

，
年

リ

ラ

か

・

［

湾

バ

ち

７６

エ

ア

の

礫

ダ

・

の

た

Ｐ

ら

が

鵡

関

良

ド

う

生

の

し

せ

ら

て

あ

私

文

約

に

動

こ

の

厳

ま

会

，
の

制

統

行

，
そ

は

い

機

は

他

も

伝

に

は

は

則

て

る

活

。
り

の

共

て

性

規

し

知

生

た

よ

教

と

い

女

の

能

く

の

し

国

ム

性

お

の

教

機

よ

で

ま

の

ラ

男

に

地

ム

く

を

．

島

り

他

ス

に

会

土

ラ

ま

族

半

あ

の

イ

由

社

の

ス

う

家

の

も

島

し

自

側

こ

イ

に

の

こ

点

半

か

は

西

，
な

常

人

，
い

が

し

性

る

が

的

非

ブ

り

悪

方

，

限

も

の

が

た

。

る

点

イ

す

れ

す

ま

。
間

，

す

い

バ

む

女

あ

ん

統

は

つ

す

の

な

せ

伝

で

ア

で

ら

に

り

ン

れ

の

れ

達

あ

ア

そ

で

ま

で

れ

ん

の

は

る

こ

友

で

の

，

，
と

人

子

は

よ

で

い

も

ま

彼

つ

も

く

族

国

息

人

，
と

で

よ

家

外

ば

１０

く

て

だ

テ

供

た

つ

か

｝

子

る

わ

ず

パ

の

す

携

わ

生

国

住

に

の

誕

た

在

職

ん

の

つ

に

術

ほ

回

な

国

技

は

前

異

諸

よ

人

の

の

ブ

す

の

一

っ

ラ

ま

地

ユ

８

ア

り

現

リ

れ

，
ド

ぞ

を

ン

シ

ち

供

の

か

ラ

し

に

て

，

“
賎

け

サ

ル

た

子

う

れ

一

ま

り

つ

は

る

地

な

か

い

弟

助

キ

ペ

供

の

こ

そ

サ

り

わ

と

性

じ

土

き

る

て

は

に

の

は

の

は

え

た

、難

難

欝

簸

羅

翻
驚
勲漁腋顯
論

職

●

し

迎

改

私

だ

り

で

家

人

ち

圏

少

え

る

は

う

で

が

制

教

ん

る

ら

一

ち

ド

で

を

た

ま

移

ン

の

た

化

が

従

す

れ

よ

格

す

を

さ

い

か

イ

た

事仕むすまりあもし試のかつくいてつとに員会

た

ア

事

国

，

ン

し

る

仕

帰

い

一

く

す

な

の

思

レ

尽

置

う

へ

を

一

ム

研

る

ウ

物

す

ト

動

を

司

ク

生

究

り

位

よ

カ

め

バ

す

マ

野

研

や

に

た

り

た

を

ま

・

イ

の

て

南

似

メ

の

た

い

ル

バ

物

べ

に

，
ア

私

な

て

ア

ド

動

す

ら

で

ど

は

あ

つ

・

の

な

ぬ

礎

財

め

呼

ば

偲

渥

匠

鯛

こ

島

ド

ち

雇

ち

い

ラ

と

広

る

半

る

が

の

た

た

・

ト

に

き

ア

あ

ち

私

私

り

ン

ン

ら

ド

で

ビ

で

た

。

。

で

ラ

つ

私

た

た

に

・

ル

，

一

ア

と

，

タ

。
ひ

は

で

ま

バ

む

に

巨

路

水

す

い

週

人

食

り

し

は

近

ど

道

た

ま

て

最

ほ

た

し

い

れ

す

人

手

つ

装

る

た

く

る

つ

溜

て

ら

ま

５０

り

あ

服

れ

う

こ

す

か

蒸

れ

れ

い

ら

座

で

な

訪

乞

は

絶

な

を

ら

忘

て

か

に

夫

う

を

を

イ

を

い

水

え

は

し

人

床

牧

よ

家

と

バ

像

て

海

植

方

接

２０

，
の

じ

王

ご

Ｏ

Ｏ

で

し

宮

木

油

で

は

低

石

の

で

た

て

も

今

て

つ

な

，
育

な

額

に

で

家

の

昼

の

の

常

え

示

王

私

に

客

ち

非

抱

を

。

，
め

。
持

が

の

義

ん

回

た

す

金

員

ら

忠

せ

数

の

ま

大

全

彼

に

ま

に

々

べ

，

，

，
単

。
の

で

た

を

客

り

会

日

イ

で

間

ろ

集

末

フ

間

年

こ

の

の

，
居

１

と

徒

人

と

の

は

の

聖

３

り

ち

ぢ

ち

日

で

と

た

た

た

末

こ

ひ

私

分

分

，
そ

が

，
自

自

き

は

性

は

，
で

と

ち

女

会

は

方

た

た

の

餐

ち

の

む

い

私

ら

聖

た

会

た

く

が

に

ち

る

着

，

か

。

供

教

し

し

あ

め

た

よ

に

が

カ

す

子

，

で

新

れ

た

私

に

，誤
膨

の

，
織

つ

ま

一

リ

を

よ

に

の

ナ

ム

に

人

ル

ミ

ラ

々

３６

一

セ

グ

人

は

ク

の

ロ

た

に

ス

朝

プ

き

年

ン

早

会

て

８５

カ

は

教

し

１９

リ

部

な

入

，

メ

支

全

転

り

ア

の

完

む

む

送

ビ

タ

さ

た

ド

想

れ

は

り

り

と

る

は

族

同

い

す

イ

た

り

で

の

ど

の

。

し

は

さ

に

た

や

民

す

ち

民

皆

す

願

で

バ

し

メ

り

家

れ

も

に

に

会

て

組

す

ブ

方

さ

し

し

イ

ド

サ

は

で

い

額

も

境

わ

の

の

望

．た

牧

ま

や

の

ド

で

ア

た

が

け

た

間

人

集

し

の

で

ラ

の

認

す

マ

ン

事

事

違

金

装

の

も

ら

そ

希

私

遊

す

し

助

る

が

ん

。
ふ

我

た

つ

の

２４

。
そ

別

の

ア

れ

容

で

ン

た

の

の

き

い

．ド

ハ

コ

．仕

仕

は

の

舗

そ

に

が

も

を

。

，
ま

示

援

く

ち

せ

た

が

。

つ

言

半

は

す

。
齢

た

だ

ぞ

は

の

セ

し

邦

た

と

言

て

モ

物

の

な

と

そ

は

，
ル

な

で

会

す

は

し

を

る

て

た

ま

し

性

た

か

と

年

数

で

た

年

つ

ん

れ

道

た

育

ま

連

じ

た

に

し

・

動

で

的

ン

，
に

び

イ

昔

今

面

ま

者

り

儀

す

つ

私

い

ま

男

し

な

た

１

員

の

し

，
至

住

そ

伝

出

飼

い

国

生

い

私

と

ク

生

一

門

一

り

年

並

マ

，

，

，
し

る

た

礼

対

や

に

て

い

の

ま

か

き

，
会

た

ま

め

に

が

が

，
が

の

て

長

が

て

く

物

イ

野

タ

専

レ

な

６８

ち

何

し

は

は

催

あ

つ

な

に

に

年

れ

会

人

れ

行

て

し

の

し

り

じ

で

ち

者

が

者

鷹

じ

首

き

え

し

産

工

の

ン

う

一

に

１９

立

が

か

々

・王

を

の

だ

寧

題

め

８２

か

に

ン

ら

に

つ

か

部

長

借

は

ま

た

労

た

宗

た

感

ブ

空

考

さ

特

シ

下

セ

い

バ

か

。
が

花

し

人

い

会

ち

人

丁

問

た

１９

開

徒

ピ

め

会

や

し

支

成

を

を

す

私

就

し

改

し

と

ラ

に

を

や

の

殿

究

と

豊

た

殿

や

の

雇

食

う

商

に

る

す

は

聖

リ

始

教

へ

て

で

部

一
催

の

ま

折

ら

い

時

族

か

て

も

家

国

し

で

の

他

識

れ

者

，
認

そ

労

は

は

。
就

ち

性

た

の

た

要

し

ら

一

必

で

か

ダ

る

ん

側

一

す

せ

西

リ

拝

ま

，

の

礼

い

は

国

で

て

れ

諸

式

れ

そＯ

３０



示

を

活

た

教

生

れ

宗

常

ら

の

日

え

こ

与

，
咳

に

で

お

ド

の

て

つ

に

お

と

客

や

ひ

は

一

む

囲

の

れ

く
・
な

す

を

恵

そ

て

ら

で

一

知

は

れ

と

ら

む

ツ

も

つ

す

本

は

の

の

ン

ラ

ま

信

ル

似

ま

共

た

と

ヘ

ム

だ

メ

る

な

ま

基

で

ら

こ

ヤ

ア

れ

の

ア

類

い

と

し

プ

室

ラ

蔀

馨

椥

鑑

列

竺

隠

阯

娠

彼

ま

一
別

ス

と

し

．．
ふ

の

ら

者

じ

基

れ

ム

流

客

ま

か

る

え

く

豚

教

こ

で

あ

グ

者

の

す

し

な

り

言

信

の

か

ラ

交

，

予

が

律

書

ス

の

し

待

の

い

に

と

れ

す

た

依

と

さ

統

数

辞

飛

飲

さ

し

殿

，
徒

法

が

イ

で

示

期

ア

に

私

こ

こ

関

，

は

教

の

ン

，
ス

を

に

ビ

夫

を

る

，

の

人

ヒ

は
・
ヤ

に

ら

入

を

か

則

ブ

一

法

イ

々

彼

け

類

る

原

ラ

コ

作

ア

人

。
受

ル

い

な

ア

す

儀

フ

の

た

を

一

的

，

む

て

ん

別

私

席

り

徒

か

れ

明

男

私

ま

度

出

礼

プ

ブ

し

仰

コ

し

せ

に

む

し

王

た

与

な

は

る

ば

頼

が

な

治

人

退

ば

ま

わ

た

下

ジ

か

認

す

て

親

の

一

霊

と

あ

は

れ

を

ま

し

の

も

と

聖

こ

。
ま

を

を

に

に

ま

子

た

そ

値

い

と

郷

な

族

や

る

う

た

に

は

主

た

の

さ

中

れ

談

め

気

し

太

し

ｄ

価

て

客

故

ち

家

力

れ

よ

み

物

ム

て

イ

は

ネ

慮

う

ラ

牧

会

す

ら

康

徒

い

し

ち

ぐ

最

そ

冗

た

の

と

皇

ま

い

の

け

で

，
が

。
の

．さ

し

，

書

ラ

ベ

ラ

し

ジ

配

よ

ア

の

機

害

な

健

教

雇

問

た

す

の

が

と

の

ら

う

の

い

さ

仰

続

中

り

じ

す

則

限

で

ら

の

ス

す

ド

な

ビ

の

る

ジ

ダ

る

を

ぜ

の

ム

の

訪

家

，
事

私

た

え

彼

よ

ン

言

な

信

き

の

あ

感

で

原

制

と

な

ご

イ

の

イ

て

や

ら

れ

ウ

ク

す

分

な

ら

ラ

私

を

治

し

食

。

つ
教

が

せ

一

て

い

の

抱

化

で

を

の

の

り

こ

る

。
と

々

ガ

も

交

か

入

サ

ラ

明

気

。
彼

ス

，
者

政

を

る

た

な

の

れ

伏

レ

つ

で

分

を

文

派

独

る

音

よ

る

す

す

る

国

な

い

社

心

け

の

た

説

て

た

う

イ

て

治

や

事

あ

し

に

上

そ

き

一

か

い

自

ち

の

数

孤

あ

福

に

得

力

。
て

受

で

い

を

つ

し

い

な

つ

統

々

食

の

ま

徒

教

と

説

バ

向

な

が

持

国

少

し

に

や

境

を

努

ま

あ

る

確

厚

れ

で

ず

明

手

す

し

を

殿

で

葉

よ

ま

と

格

か

の

人

で

き

し

教

宗

る

を

た

に

え

主

気

外

の

惑

こ

愛

環

め

と

ら

現

信

の

で

対

茶

宮

ん

言

に

れ

い

厳

国

の

殿

と

文

ム

の

す

私

つ

私

変

い

の

民

困

そ

の

の

慰

う

□

＊

支

教

家

宮

の

注

ラ

分

。

に

あ

、
て

も

雇

謝

ム

王

。

そ

を

ス

自

す

ん

で

し

で

の

感

ラ

，

た

。

ン

イ

，

で

か

主

そ

ま

分

て

ス

は

し

た

イ

が

は

の

さ

い

。

つ

自

し

イ

ち

ま

し

ワ

私

私

た

が

雇

た

い

は

対

の

た

し

ま

が

が

で

し

性

の

し

を

私

に

，

と

。

同

移

教

れ

そ

説

の

，

め

態

の

こ

。

を

り

き

鎮

の

も

た

●
た

と

た

と

を

そ

う

れ

，

い

く

，

り

ル

の

イ

る

ま

い

，

こ

彼

一

と

て

。

が

ヨ

ら

め

「
。

の

こ

小

ま

，

住

，
も

父

囲

し

と

。

全

れ

つ

天

周

出

持

す

，
離

い

，
や

い

を

で

は

く

は

も

数

思

場

の

員

遠

会

て

人

を

の

る

会

ら

教

く

の

と

拝

な

教

か

，
な

拝

こ

礼

に

る

物

し

も

礼

う

に

で

い

た

か

て

，
い

庭

い

て

き

し

つ

は

と

家

お

し

で

。
あ

け

い

の

に

活

ん

す

で

助

な

た

こ

生

し

で

緒

の

は

な

ぞ

の部支イバドは弟兄トツラブざとたれか

。

書

た

が

つ

事

あ

記

で

の

長

こ

部

轟騰

．嚢

欝

寵

礎

雛
、嚢

簿

護

隅

撃

論
「

むす

の

サ

る

は

も

他

｝

く

ン

は

で

囲

ヤ

き

れ

た

ビ

々

の

周

キ

で

こ

し

れ

す

に

員

諸

か

ば

イ

人

い

ダ

い

な

ー

す

入

た

設

成

い

旅

教

ラ

脅

と

乱

す

つ

は

ち

そ

の

た

ら

際

購

譲

・

そ

・
さ

パ

・

ら
躍

ル

て

人

私

レ

し

た

う

つ

そ

い

に

と

日

ど

息

な

安

グ

，

む

，
楽

れ

ー

カ

に

と

施

よ

営

ツ

す

が

す

末

て

は

会

め

を

け

は

と

校

ひ

を

に

運

ロ

は

こ

者

ま

コ

ら

が

が

ま

ち

で

む

つ

動

集

た

動

な

供

こ

学

の

育

師

に

一

で

。
信

い

ル

ま

と

ん

い

た

の

住

よ

活

的

る

活

め

子

る

の

ち

教

教

う

ヨ

味

す

の

て

ア

締

こ

せ

て

供

い

に

に

の

公

あ

ン

ら

の

す

立

う

の

の

よ

の

意

ま

そ

し

や

り

る

ま

し

子

な

島

え

外

。

で

ヨ

き

ち

惑

私

の

側

ら

じ

間

る

い

や

認

薬

取

い

れ

喫

，
も

半

教

や

す

間

シ

あ

た

困

る

女

西

か

同

月

あ

て

教

容

麻

に

て

し

満

く

配

ア

の

ビ

ま

日

一

を

私

に

あ

少

に

ス

ど

カ

し

れ

ム

切

る

格

れ

も

を

な

心

ビ

教

レ

れ

６

エ

と

た

さ

に

の

ち

り

ん

ー

か

ら

ラ

一

す

厳

さ

か

由

も

る

ラ

ム

テ

さ

が

り

こ

ま

福

地

人

た

ギ

と

で

し

守

ス

も

反

は

止

る

自

要

け

ア

ラ

。
断

日

ク

た

裕

敷

８０

娘

イ

ほ

機

ら

イ

動

に

ど

禁

じ

る

必

受

ス

す

中

ヲ

む

の

の

た

の

は

と

ト

は

か

，
活

え

な

が

感

れ

う

を

り

殿

れ

分

こ

校

ツ

て

悪

は

る

教

つ

と

と

さ

戦

響

髄

ま

宮

ば

自

そ

学

工

い

の

ち

な

の

せ

こ

る

ら

と

影

あ

，
選

が

。

の

ジ

除

く

た

か

教

い

の

い

た

境

ら

の

は

に

子

す

立

の

を

多

者

い

ム

わ

ら

て

も

環

か

々

ン

う

太

で

私

有

と

の

治

な

ラ

，
れ

れ

て

い

の

人

リ

よ

皇

の

の

所

こ

世

統

う

ス

ノ

こ

さ

つ

悪

も

，

の

よ

イ

ル

で

縛

よ

，

た

，

。

行

は

国

す

，

ポ

律

束

に

は

つ

，
法

は

れ

人

い

，

。
学

。

立

さ

ま

行

会

ブ

や

え

用

。

て

そ

大

う

謬

誓

論

態

謬

髄
た
融

驚

欝。
学

，

れ

の

せ

一

れ

，

，

イ

ま

で

め

，
い

け

始

は

て

か

ら

者

し

び

か

労

感

呼

と

就

実

の

こ

人

も

り

む

国

つ

祈

読

外

い

の

を

の

を

方

ン

他

響

タ

ラ

や

影

と

一

徒

る

後

コ

聖

け

午

，

日

受

，
は

３１号明卸螂漁道の徒聖











↓

噸
４

講

知
総

ワ
」

ワ
」

ウ

む

ゆ

リ

ウ

は

す

と

き

び

ブ

ま

こ

と

喜

コ

い

の

る

お

ヤ

て

こ

あ

か

者

つ

は

で

ほ

．言

語

ん

節

の

予

と

さ

貞

と

で

，
皆

が

こ

中

る

の

ち

，

ゴ

嚇
塑

濃
聯

ら

２

ら

し

。

ま

送

子

お

よ

す

く

き

麓

睡
舞

讐
最

と

「

」

は

の

淑

も

貞

き
，

べ

て

ず

て

ん

む

ウ

む

す

の

て

て

す

り

て

な

の

で

い

し

。
べ

ま

あ

つ

に

係

則

な

ぞ

す

す

い

が

か

較

関

原

ら

。
で

は

て

ー

，
比

生

な

な

す

の

の

め

群

ば

は

衛

切

は

で

る

も

始

候

れ

と

健

大

て

の

あ

る

り

症

け

等

保

い

れ

い

が

れ

取

全

な

ス

，

な

さ

な

要

ば

り

不

れ

フ

と

の

わ

ら

必

呼

刈

疫

さ

チ

う

と

惑

な

る

と

を

免

見

，
ろ

こ

に

ば

す

準

実

性

発

痘

あ

る

声

れ

心

標

る

天

に

然

で

わ

の

け

決

的

じ

後

急

天

る

変

く

な

と

徳

生

ー

早

や

す

脇

９）
慰
鶴

温

穀

熱

警

と
療
よ
ズ
さ

」
す
い
私
な
忠

イ

り

永

世

を

行

に

と

工

療

黒

に

ま

も

治

け

イ

育

を

，

て

，

，

と

　

ナよ搬

響

戴

欝
鶴

韓

欝

醐礁

。
潔

ち

。

戒

の

去

一

。

を

い

家

の

人

て

研

額

な

ま

ラ

必

ま

神

で

で

が

び

費

，

つ

プ

，
は

，
な

の

す

よ

究

た

作

療

り

で

を

か

も

ま

お

研

ま

を

治

あ

の

声

聞

た

い

的

，

，
シ

は

で

も

う

を

し

て

公

て

し

ラ

て

と

る

い

声

生

つ

の

し

催

チ

し

こ

す

と

う

発

な

く

そ

主

に

対

な

賛

に

い

ら

に

多

。
を

め

に

要

賞

う

と

か

き

。
す

ム

た

々

重

を

よ

に

間

つ

ん

ま

ラ

る

人

は

力

す

う

の

や

せ

い

グ

守

た

ら

努

直

よ

者

て

ま

で

ロ

ら

し

れ

の

見

す

愛

め

し

ん

プ

か

染

こ

そ

を

く

性

求

は

組

の

響

感

。
も

節

尽

同

を

と

取

伝

影

に

す

ち

貞

を

，
法

う

に

宣

の

で

ま

た

ぜ

節

の

れ

妹

た

く

ロ

の

経

ら

姉

私

な

モ

も

ン

お

弟

は

は

の

る

モ

で

兄

主

で

子

ゆ

ー

の

は

主

め

中

り

例

効

震

ほ

は

疫

々

神

究

を

い

す

ム

要

す

に

し

ル

ん

る

。
け

息

ら

モ

喜

す

か

だ

は

あ

す

純

た

す

の

世

て

の

す

界

な

門

こ

の

し

的

増

の

い

グ

た

り

た

の

を

愛

た

る

ン

の

ま

私

で

主

捨

そ

ま

世

ら

専

世

決

私

の

罪

て

ロ

ま

あ

ま

い

本

と

て

で

基

だ

め

中

の

人

認

の

問

た

を

活

人

つ

値

生

，
ま

価

，

が

し

た

ど

て

い

ま

ん

つ

た

。

と

行

れ

す

ほ

に

さ

ま

の

向

愛

い

々

方

は

て

人

た

て

つ

た

つ

べ

持

し

誤

す

を

犯

で

ち

求

を

え

た

欲

罪

う

私

う

惑

な

す

。
い

誘

的

た

す

と

の

性

満

ま

い

へ

，
を

い

た

徳

は

求

て

い

道

私

欲

つ

ら

不

的

思

も

４

騨欝
難

，
犯

こ

を

を

す

め

淫

為

戒

姦

を

た

「
。
と

れ

す

こ

ら

ま

る

え

れ

す

与

ら

類

で

お

に

イ

て

れ

ナ

っ

こ

シ

言

も

は

て

て

主

し

に

，
返

事

て

り

何

っ

繰

た

入

に

ま

に

う

…

教

か

れ

代

よ

…

時

の

。

の

次

れ

れ

エ

ラ

こ
端

む

主

準

在

で

か

す

り

標

存

の

に

で

よ

い

も

も

富

の

め

な

に

る

貧

も

始

の

代

す

，
る

の

う

時

在

女

い

時

よ

の

存

男

て

ー

い

つ

も

若

れ

足

違

い

に

老

ら

補

間

去

代

。
え

線

，
過

時

す

与

下

で

，
な

で

く

６

確

は

ん

法

し

：

明

れ

ど

律

等

５９

て

そ

の

の

に

約

い

。
来

潔

人

聖

っ

た

将

純

の

と

に

し

た

て

義

さ

ま

ま

は

べ

，
と

す

（

ら

ら

も

準

，

ｄ

清

こ

に

標

く

的

て

在

の

な

性

め

現

そ

り

，

定

，

。

わ

は

を

し

す

か

３６
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聾

へ
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み

轍
鋤
．
翻

ま
本
し
凌

畿

曙
う
蟹

難

警
撚

剛憲

吐
ば
乱
練
筋
凝
矧
曲
㎞
認
拠

徽
胤
麟
雛
筋
勘
へ器

勅
鵬
翻
，

欝

梛
飛

藏

層
攣

誹

い

不

感

て

，
足

っ

て

満

知

っ

，

を

ぐ

福

［

と

－す

．幸

．

こ

く

や

．

の

を

び

．

こ

求

悦

。

欲

，

す

的

て

。
が

勿

し

む

つ

ル

す

慮

３

を

そ

言

ア

で

思

悪

に

う

ー

な
り

　

帆
譜

鷲

緊

ま

行

」

ま

よ

潔

は

は

を

九

い

昇

簡

と

れ

淫

け

て

れ

と

こ

・

姦

ぼ

つ

樹

っ
廉

．躍

耳

．
．盤
饗
幾韻

鑑　麟

予

．灘
嚢

　

幸

ン

事

れ

し

は

こ

ン

幸

ヒ

す

１０

ン

は

い

し

ん

る

は

よ

は

り

て

。

と

タ

な

ら

か

に

。

マ

ら

ー

ま

・

び

サ

徳

得

し

言

い

一

が

ｄ

い

４ー

サ

幸

れ

る

ま

，

の

れ

。

，

喜

る

道

が

箴

な

レ

な

く

て

マ

の

ら

あ

れ

り

る

隠

す

妬

ら

の

遠

得

は

知

去

れ

み

ま

嫉

れ

な

永

は

楽

も

れ

か

盗

い

，

こ

末

に

び

快

か

崩

暴

を

ま

さ

。

結

徳

喜

の

る

に

が

目

し

し

す

な

道

ら

時

え

問

罪

の

て

々

ま

的

不

か

一

見

く

た

人

つ

苦

き

型

。

と

。

に

た

し

。

な

。

て

典

い

こ

す

色

た

犯

す

に

す

げ

の

さ

す

で

ラ

ま

の

ま

う

ま

た

と

だ

犯

の

バ

，

分

り

よ

し

も

こ

く

を

な

・も

は

自

な

く

だ

を

す

で

法

対

事

り

。

に

欺

み

頭

犯

い

律

反

何

が

す

う

，

歩

も

を

な

の

の

・
，

な

で

よ

き

て

え

法

れ

潔

そ

は

つ

け

る

つ

つ

さ

律

さ

純

に

く

の

だ

れ

を

か

み

ち

わ

。

さ

ら

そ

辱

恐

嘘

向

し

わ

惑

す

ま

ば

，
恥

，

，

と

憎

な

に

で

。

し

し

と

と

り

へ

に

す

言

の

す

。

か

罪

か

な

局

れ

，

虚

い

で

う

し

は

い

に

破

そ

罪

の

な

の

よ

。

の

な

う

，

，

が

甲

に上以罪のかほるゆらあはい

い

行

行

な

き

う

べ

よ

む

の

憎 」

霊

か

罪

で

》
。
聖

し

の

の

功

や

。

こ

な

棋
鐸
、掴

曝

ら

人

し

し

重

蜘
諜

轟

と

で

な

ま

の

こ

内

い

い

罪

る

の

ず

て

な

あ

ち

ま

れ

大

で

た

，
ら

重

私

は

破

の

ー

人

ば

つ

足

な

し

た

補

う

ば

ふ

．線

よ

し

て

下

す

は

見

こ

て

５

犯

法

ら

，
見

：

を

律

か

て

ら

３９

罪

の

目

い

か

マ

う

潔

の

除

目

ル

ら

純

神

を

の

ア

逆

，

，

。

と

主

ー

に

し

は

す

つ

増

る

宣
口

も

も

。

保

も

け

い

が

で

す
、

く

敬

受

な

罪

。
で

清

尊

も

の

。

，
ん

の

に

と

福

え

す

し

せ

い

的

頼

祝

が

で

す

ま

な

徳

信

う

け

の

ま

い

ら

道

る

い

か

る

い

て

な

を

す

と

で

な

て

つ

は

身

対

る

遠

に

え

思

て

自

に

め

深

う

考

と

れ

分

侶

深

，
よ

く

だ

さ

自

．伴

を

は

る

軽

大

わ

，

，
誠

ち

き

て

重

惑

り

り

忠

た

で

い

う

に

守

ま

る

私

が

つ

そ

え

を

深

す

，
と

に

も

考

法

は

対

果

こ

罪

て

た

律

安

に

結

う

の

い

し

の

平

い

の

わ

こ

つ

う

潔

と

互

そ

味

は

に

そ

純

愛

に

。
を

々

の

，

，

，
ら

う

福

人

も

は

・
タ

福

な

で

せ

残

で

る

愛

怒

べ

す

に

ば

さ

よ

幸

の

す

ち

す

で

逆

ら

，
し

と

世

ら

た

な

し

で

び

た

私

葉

大

言

重

の

が

典

罪

聖

な

た

的

し

性

う

ぽ

こ

ん

は

さ

ん

皆

さ

。

皆

か
，
す

ん

ま

さ

い

皆

て

の

つ

妹

送

姉

を

．

弟

活

兄

生

る

た

す

つ

愛

従に

わ

と

に

「
．
こ

中

す

う

の

ま

ら

の

り

逆

も

あ

に

る

が

霊

い

の

聖

て

も

，

べ

た

と

述

て

と

に

あ

ご

粛

へ

す

厳

ン

流

準

て

ト

を

標

い

ン

血

の

つ

ア

の

つ

に

リ

者

と

と

コ

い

ひ

こ

の

な

る

る

子

の

す

あ

息

罪

対

で

が

。

に

節

マ

よ

節

貞

ル

子

貞

ア

が

３７号明申螂／１道の徒聖



は

つ

じ

，

。
と

べ

ん

い

同

り

す

ご

る

さ

と

あ

ま

た

ざ

皆

を

者

が

い

れ

さ

。
福

言

…準

て

わ

表

か

祝

予

標

れ

言

に

す

る

の

の

ま

に

い

ま

れ

て

つ

望

人

行

い

さ

べ

と

と

の

を

て

ら

す

ひ

に

て

き

し

た

の

は

う

べ

聖

解

も

前

に

よ

す

と

理

り

以

節

る

，
徳

と

よ

私

貞

あ

は

に

謝

力

藻

は
藁

誌

携

箆

憲

つ

こ

私

ま

忠

た

わ

約

と

。
法

保

備

は

う

。
げ

に

れ

て

聖

こ

だ

律

く

を

後

は

ち

な

か

，

と

た

ら

性

ご

り

ヵ

こ

私

陥

能

方

の

。

に

可

ぐ

こ

、つ

或
心

す

防

」

よ

誘

犯

諮

総

誰

対
禦

鶉

灘

繋
陥

を

に

プ

罪

ツ

な

テ

う

ス

よ

の

の

つ

こ

６

，

の

・

は

め

私

た

て

る

し

け

対

ざ

に

遠

ん

を

さ

罪

皆

，

む

決

な

だ

い

ぐ

の

く

さ

す

と

て

だ

今

こ

し

く

。

ぐ

と

て

す

ら

の

し

で

揺

も

心

の

て

な

決

。

い

し

実

，

る

い

決

確

今

す

で

が

を

。

心

度

れ

心

い

決

一

と

は

む

そ

決

さ

る

に

心

な

一

の

だ

す

然

う

の

て

そ

く

ル

突

も

道

道

雑

い

あ

者

で

タ

ろ

’る

し

て

で

一

，

つ

不

の

ノ

深

で

る

す

マ

，

の

見

，

ー

あ

す

そ

し

い

ロ

も

い

で

ヘ

ル

く

・ひ

。

意

な

ト

徳

は

悪

徳

ポ

く

も

を

は

。

清

洗

い

決

し

ン

道

種

俗

道

に

な

る

女

者

す

と

さ

く

逸

コ

不

の

に

不

特

と

よ

て

い

ま

む

む

ん

私

る

る

す

は

，

ト

と

参

せ

。

作

な

ま

歩

は

ン

，

１６

ま

す

を

に

し

一

主

コ

る

：

り

で

き

と

た

の

。

を

い

６３

あ

の

す

こ

い

初

す

い

て

約

は

る

む

た

告

最

ま

思

し

聖

で

れ

込

し

警

の

い

，
を

と

け

か

り

出

て

々

て

ば

淫

義

わ

蒔

入

み

い

人

し

れ

姦

教

る

に

の

踏

つ

た

に

え

に

；

ま

内

柄

を

に

つ

耳

換

内

２８

始

の

事

歩

悪

陥

と

い

の

：

の

に

，
言

心

５

，
徳

に

誌

罪

る

，

に

イ

　

を

従

か

あ

れ

わ

け

と

い

楽

の

清

身

す

な

え

。

藻

配

籠

藻

鴬

禦

鴛

蝦
噂

潔

う
だ
深
を
を
な
初
中
は
は
度
に
い
な
れ

る

律

い

度

人

り

「
。

ー

う

う

く

徳

自

こ

く

う

し

す

ろ

く

，
期

い

う

最

の

れ

私

何

誌

だ

き

ら

あ

の

て

一

の

と

す

ｄ

よ

償

よ

道

に

る

な

よ

ま

今

あ

て

に

時

思

よ

の

心

そ

。

は

雑

い

で

お

で

ら

え

う

て

ひ

で

ず

の

て

と

を

め

れ

れ

い

し

．
く

し

う

。

．

の

徳

の

，

す

ち

ノ

を

ル

て

け

鍵

か

る

せ

す

見

抗

。
や

対

る

形

に

祈

な

れ

ず

ん

そ

え

ろ

絶

い

は

に

。
主

め

す

し

た

ま

か

る

い

し

得

襲

。

を

を

す

力

て

ま

る

べ

れ

え

す

わ

耐

ち

現

に

た

て

惑

私

っ

誘

は

と

・
惑

を

罪

れ

考

も

べ

が

の

ら

次

し

ん

身

た

離

汚

な

介

１

清

を

よ

い

２

ど

道

ち

ら

で

た

ル

欲

一

え

ー

３

誘

姿

な

こ

も

く

す

主

な

か

悔

な

自

い

ら

ら

紹

心

い

さ

不

た

な

の

私

ポ

情

ロ

教

照

の

饗

、ヤ
撫
撰

纂

灘

・
、
、

・

溝

・

“醜

瓢

ぢ

麟

、、頑．

窪

．

転
蟻

、駅
轟
欝

保

か

と

く

で

こ

清

遠

う

に

深

わ

的

’
味

徳

し

を

道

増

安

を

を

平

身

安

と

自

平

び

分

と

喜

自

愛

い

。

９

９
な

す

は

ば

の

ま

ち

ら

え

き

た

な

が

で

私

つ

け

が

３８



た

く

を

な

動

が

活

と

な

ご

義

る

む

意

す

る

に

誌

露

な
で
を

し

う

躁
職

醜
融
鵜
勲

き

計

な

地

が

た

純

と

て

が

余

と

れ

に

の

つ

と

む

ご

さ

め

ト

も

こ

込

う

画

た

一

前

う

り

い

計

る

デ

に

ま

入

と

に

め

，
う

し

の

す

別

埋

は

よ

て

の

た

特

を

者

る

け

も

満

，

活

々

そ

こ

な

人

，
う

き

い

合

ま

向

若

場

し

前

列

置

成

，
ま

過

破

り
い
牝
撫

人

悔

，
思

う

を

に

と

い

罪

め

い

と

た

た

だ

し

の

し

れ

善

々

案

遅

改

人

提

手

を

な

を

う

活

う

柄

も

生

よ

事

が

，
の

な

告

は

そ

切

勧

人

は

大

た

な

私

の

し

う

。
つ

う

よ

ん

５

こ

の

せ

の

ぞ

ま

め

ば

り

た

む

に

う

あ

る

性能可るなと因原は

む

い

る

と

妥

は

で

し

陥

訓

フ

ー２

兄

て

の

る

れ

ひ

て

で

人

。
に

教

セ

：

る

れ

フ

あ

離

に

つ

け

主

す

罪

な

ヨ

３９

す

さ

セ

，
く

中

と

わ

ば

で

に

大

「
。
世

愛

ら

ヨ

る

早

の

に

た

め

ら

易

偉

す

創

。
さ

，

い

も

家

彼

し

拒

か

容

，
ま

ー

た

に

は

て

で

，

，
惑

，
た

，
は

い

司

し

険

き

つ

し

が

き

誘

り

れ

ば

に

て

た

ま

危

と

な

少

フ

と

が

あ

わ

ら

動

れ

出

出

今

た

と

，
セ

た

彼

で

思

な

行

か

れ

れ

が

つ

因

ら

ヨ

つ

。
僕

と

た

た

書

が

が

さ

な

原

か

で

陥

す

の

う

い

つ

う

の

の

清

に

の

況

ト

に

ま

女

う

て

と

こ

に

に

の

う

罪

状

プ

な

い

彼

あ

つ

が

は

外

外

ん

そ

・
る

ジ

わ

思

は

で

ま

彼

に

て

は

さ

れ

。
典

し

彼

皆

さ

の

妻

た

自

す

に

う

聖

残

し

ら

の

つ

し

害

場

よ

。
に

も

さ

さ

ル

だ

た

を

の

し

す

手

，
は

だ

パ

単

し

分

そ

で

ま

の

ん

い

く

テ

簡

で

気

が

と

い

女

ー

さ

る

て

ポ

は

ん

の

フ

こ

て

彼

足

皆

あ

つ

た

の

せ

女

セ

た

れ

を

補

の

，
従

い

る

ま

彼

ヨ

い

ま

物

線

妹

か

に

で

す

り

る

し

て

含

着

下

姉

る

範

り

協

あ

あ

か

つ

が

は

，
弟

い

模

む

間

す

中

よ

か

戻

身

き

負

な

を

間

時

ま

の

し

し

に

独

で

に

的

活

時

の

り

ん

で

る

態

。

●
ん

望

定

生

い

白

あ

さ

る

め

状

す

６

さ

欲

否

で

長

空

も

皆

い

改

い

ま

ー

あ

エ

の

と

分

る
配止

く

て

動

が

の

と

も

い

清

い

効

人

が

い

た

で

願

け

も

い

た

な

私

の

と

な

最

な

な

ら

，
も

い

得

の

し

あ

さ

は

な

た

を

ン

値

は

だ

ン

き

れ

力

夕

に

父

く

タ

大

離

な

サ

る

天

は

サ

は

ら

き

る

祈

，
て

。
力

か

大

す

は

は

い

す

の

罪

と

対

え

ン

聞

で

罪

な

つ

に

ま

タ

て

嘘

。
大

も

。
人

お

サ

し

は

す

重

も

う

る

，

。
決

れ

で

に

り

願

い

と

す

を

こ

の

特

よ

を

て

つ

で

り

。
う

，
力

力

し

そ

と

祈

す

言

ら

の

つ

惑

に

こ

の

ま

う

か

来

勝

誘

元

る

た

け

そ

罪

本

ち

と

耳

け

な

か

に

が

の

打

う

，
か

あ

し

め

ち

分

，
よ

は

き

，
話

た

た

自

や

に

い
れ

戦

さ
囁

で

と

す

私

，

さ

主

邑
陥

作

と

の

，

ま

し

ば

お
に

な

な

う

だ

も

ら

眺
２
罪
顯
蹴
榊
鱗

㌃

・

と

現

ん

潔

め

ま

フ

こ

た

れ

純

求

り

セ

ん

ま

免

に

を

な

ヨ

ら

，
り

特

力

ば

ジ

た

れ

よ

，
る

れ

者

者

，祈

手

に

ざ

け

言

利

に

の

惑

え

な

予

勝

様

ら

誘

絶

し

よ

「
。

つ

僕

ー

に

と

出
対
饗

論

郷

た

れ

打

タ

ー０

つ

の

し

ら

に

サ

約

勝

り

ま

お

ン

る

聖

ち

祈

い

て

タ

う

と

打

の

さ

つ

サ

与

義

に

々

だ

言

に

を

教

惑

日

く

に

誠

カ

ー

誘

，

て

う

。
に

ｄ

る

を

え

よ

し

事

し

わ

と

与

の

べ

仕

べ

か

こ

に

ご

る

の

る

か

う

ち

に

祈

ン

祈

に

願

た

ス

に

夕

を

法

に

行な率軽啄な行ならだみ、の
６
類
。
るゆらあ

し

あ

と

な

と

だ

こ

を

が

こ

然

性

と

く

気

と

す

自

異

こ

働

浮

こ

ご

，

，
う

を

が

る

過

は

ら

い

貞

女

あ

に

々

が

と

不

男

で

共

人

な

つ

に

の

大

間

の

し

持

侶

婚

寛

時

世

か

を

伴

既

に

長

，
し

心

て

，
と

，
も

。
関

し

て

こ

り

て

す

に

と

し

る

た

い

ま

単

果

と

す

れ

つ

し

だ

結

慣

り

ら

に

化

た

，

習

た

け

ス

理

は

り

の

つ

設

一

合

い

誤

。
そ

こ

分

ぶ

の

り

う

ば

過

自

喜

ロ

か

よ

ら

を

。
を

ウ

ざ

し

な

問

か

れ

パ

遠

で

た

時

う

そ

，

ら

い

つ

の

ろ

は

そ

か

良

知

け

だ

夫

こ

悪

と

を

だ

ぶ

，

れ

の

る

と

り

喜

て

こ

類

み

こ

た

を

見

，

種

て

る

ふ

れ

を

ん

る

け

い

と

そ

の

さ

ゆ

　

か

て

書

は

る

皆

ら

２２

伴

い

し

秘

妻

い

の

あ

：

り

問

の

が

，

て

妹

「
。

５

限

に

分

分

ば

し

姉

す

ケ

る

身

自

自

ら

く

弟

で

二

き

Ｏ

けだりたふと性異の外以侶

む

　

世

●か

が

ケ

と

る

を

す

自

し

な

し

兄

の

ロ

で

る

劇

あ

そ

な

つ

の

展

惑

と

，
は

と

り

つ

発

誘

こ

け

悲

，
ら

場

の

る

あ

道

で

分

も

か

た

親

る

な

サ

は

。
は

か

の

ど

あ

，
に

の

自

う

つ

と

す

柄

テ

は

避

る

に

初

こ

た

と

と

，
る

者

る

で

を

交

。
で

り

易

る

に

は

ろ

知

性

愛

事

－

者

を

よ

会

最

の

ふ

ひ

へ

は

け

。
た

ー

婚

と

に

教

。
罪

し

。
劇

と

避

婚

け

々

性

社

す

現

た

容

得

う

侶

だ

と

男

。
ま

表

れ

，
り

よ

伴

ぶ

る

の

か

い

ｄ

既

こ

徳

，
す

は

か

す

悲

こ

を

既

避

国

異

を

る

す

り

の

む

も

な

の

の

喜

い

か

う

て

い

●
る

道

に

ま

い

し

で

に

な

況

。
の

か

単

状

な

た

り

が

友

た

け

と

自

れ

し

が

だ

言

な

に

職

て

あ

ん

る

や

簡

な

む

で

つ

ん

せ

な

速

番

う

け

ま

せ

ま

と

，

一

よ

だ

始

ま

れ

．床

り

る

の

り

ら

れ

知

温

な

き

こ

た

か

知

も

な

と

で

ら

ふ

ろ

も

か

沃

金

に

か

が

こ

か

た

肥

き

ち

め

性

と

た

つ

の

引

た

初

女

る

つ

か

惑

の

私

，

と

い

か

な

誘

へ

。
に

性

に

な

し

と

す

う

男

中

は

も

が

こ

で

よ

，
の

で

え

境

の

の

い

は

車

り

考

環

次

く

な

く

は

も

頭

の

が

い

じ

。

多

い

つ

毛

り

と

て

生

す

の

る

の

ど

き

こ

し

が

で

む

私

ミ

常

サ

と

律

主

ん

４

い

あ

り

ま

あ

情

わ

で

に

次

分

を

て

ほ

ろ

つ

さ

５

な

不

場

い

る

を

ス

を

に

こ

の

て

せ

３９号明痢螂刀道の徒聖



　

乙
轟

麗

器

来
ら
で

こ

の

影

ば

し

な

再

》

捕

こ

く

も

い

れ

義

え

働

す

悪

け

る

換

り

れ

罠

い

私てべすはられこ

り

む

な

を

き

。

る

勿

望

そ

は

の

生

す

き

２

絶

，

で

も

が

で

で

０

は

し

躍
繊
灘

取

ま

動

ば

く

倒

れ

し

え

と

ら
，
功

に

る

の

る

い

こ

れ

快

，

な

の

は

く

し

に

清

赦

者

び

。

むす

で

と

く

だ

た

再

す

で

か

た

白

の

つ

，
で

の

確

。
に

る

払

は

の

る

は

う

う

な

支

ん

る

く

葉

よ

よ

に

を

さ

き

で

言

じ

の

う
．

価

皆

で

ん

み

論

雪

よ

代

。
が

込

の

に

，
の

な

す

と

れ

主

互

も

毛

言

が

。

ヤ

は

た

だ

ザ

主

な

の

イ

「
。

あ

る

ー

す

い

な

ｄ

む

で

増

ら

な

れ

き

よ

擁

の

て

す

要

ま

こ

流

た

は

て

の

珊

鷲

瀞

勧

駕

曙

㍑

愚

醜

勧

硬

秘

切

焔

激

枷

拠

劾

洋

論
朧
伽
欝
讐
醜
畿
醗
顎
籠
よ

く

る

強

，
上

で

歩

い

は

ま

結

道

改

の

望

な

通

あ

の

赤

す

と

は

以

力

を

し

イ

い

な

る

い

実

絶

あ

を

さ

緋

に

席

力

ち

れ

を

道

正

ナ

て

的

わ

悔

真

。

，
ヤ
、
。
は

う

出

の

た

そ

ち

き

。

へ

ち

私

，

会

た

く

私

る

と

の

れ

約

の

平

わ

た

紅

１

う

め

教

こ

改

ー

こ

コ

　

レ

レ

む

確

悔

し

明

を

べ

に

罪

る

う

の

忘

よ

そ

を

じ

に

れ

同

で

こ

，

す

や

は

そ

は

主

よ

も

て

お

れ

つ

，

わ

入

よ

る

に

見

な

代

「
．
主

時

す

，

　

を

が

が

す

い

心

破

い

い

。
ち

父

で

見

は

，
た

償

す

た

天

柄

を

私

と

き

し

で

私

。
事

び

。
い

だ

悔

の

，
ん

す

喜

す

報

た

後

い

は

せ

ら

の

で

い

い

，
よ

父

ま

た

そ

の

し

て

は

に

の

れ

も

．，
な

ば

え

て

か

天

ら

を

た

つ

喜

考

し

る
．
の

お

び

れ

と

の

に

関

は

ち

は

喜

ら

ひ

と

剣

に

が

た

で

に

え

の

こ

真

法

方

私

ん

ち

与

則

る

，

律

ぐ

，
望

た

が

原

守

を

の

防

ん

も

私

神

な

を

と

潔

て

さ

何

，

，
か

法

末

純

し

皆

は

は

は

確

律

結

り

え

妹

以

べ

律

最

こ

劇

りよ教説るけおに学大グンヤ●ムガリ

　

の

ま

れ

４２

通

備

姉

と

す

の

る

こ

れ

さ

：

た

，

ら

赦

５８

べ

は

兄

る

こ

純

と

ん

よ

い

プ

て

お

は

約

述

り

る

あ

る

，

け

さ

に

て

州

を

の

外

て

法

も

の

的

ロ

ブ

む

ウ

悲

す

ボ

弟

こ

と

潔

な

に

る

ま

ロ

　

ロ

え

壊

代

の

は

す

が

ザ
，
る

罪

よ

１８

し

て

者

聖

に

よ

す

で

れ

て

助

皆

と

つ

タ

。

た

べ

５

モ

教

破

に

真

東

で

安

イ

れ

の

の

：

そ

つ

る

と

前

る

愛

福

ら

し

す

ら

こ

祈

ユ

録

す

幸

語

そ

だ

か

る

と

＊

採

語

た

義

むる

教

で

さ

神

．そ

は

し

得

。
の

皆

。
と

神

決

を

は

ま

い

に

ん

柄

。
解

け

罪

い

な

上

せ

事

い

を

助

の

て

ら

以

ま

き

さ

罪

の

種

つ

な

父

い

べ

だ

・

む

る

，
め

す

権

れ

め

求

で

神

ら

認

を

ち

，

お

を

け

持

め

て

罪

助

お

た

つ

の

に

を

る

思

た

神

力

戻

と

な

て

く

に

う

あ

し

導

り

と

。
そ

と

わ

放

い

，
へ

交

き

さ

し

利

な

解

だ

白

勝

全

ら

く

告

を

完

か

て

を

た

の

罪

つ

と

な

と

。
を

祈

罪

あ

主

す

ん

に

の

，

，

大

：

重

４２

る

約

す

聖

く

と

う

義

危

教

を

試

と

す

ご

で

る

う

あ

そ

で

も

員

罪

会

な

の

的

会

性
，
飢

　

者

る

持

照

の

決

要

り

の

し

す

つ

り

の

白

を

よ

よ

る

告

と

に

に

い

を

こ

者

示

て

罪

じ

導

啓

れ

て

同

指

，
さ

し

も

権

は

召

対

で

神

長

て

に

間

な

部

し

主

の

切

キ

と

，
と

適

一

士

は

会

，
テ

判

に

教

は

ス

の

る

，
と

や

ル

め

く

こ

督

工

改

な

の

監

ラ

い

は

こ

。
ス

悔

で

。
．す

イ

を

け

す

ま

，

罪

だ

ま

れ

番

な

る

り

わ

り

う

図

あ

な

張

よ

を

が

行

見

む

主

め

た

悔

踏

ら

す

水

は

改

私

は

を

た

で

の

と

い

え

れ

歩

も

の

泉

こ

悔

と

そ

一

て

る

な

す

は

た

，
の

つ

き

聖

許

者

。
も

そ

よ

で

神

を

導

す

て

て

に

が

●

神

て

を

。
の

す

，
し

奪

す

し

だ

が

た

剥

で

赦

い

す

果

の

の

，
見

で

を

格

な

ど

く

と

割

資

歩

ほ

早

こ

役

員

一

い

を

る

な

会

の

早

び

な

要

は

初

ば

喜

に

重

い

最

れ

と

き

る

る

の

け

安

で

け

あ

程

早

平

お

お

，
過

が

い

，
に

門

の

の

快

が

程

破

め

す

る

け

過

が

改

出

れ

だ

の

ち

い

み

さ

つに身を力るす動行に的極積み飲を

部

で

ま

の

義

り

罪

を

な

の

活

ば

中

生

れ

の

け

活

は

な

生

ち

し

は

た

事

い

私

従

る

。
に

あ

す

動

，
で

活

る

分

す

み

十

ら

試

不

た

を

は

も

抗

で

を

抵

け

力

に

だ

な

悪

る

的

に

す

霊

単

に

，
む

だ

無

し

ん

が

と

内

な

て

別

え

動

生

の

。
力

力

教

活

の

か

す

な

能

，

る

ち

ほ

で

的

の

仕

め

た

，
の

体

常

奉

深

私

は

も

具

平

の

を

，
力

い

。
を

て

み

き

の

な

す

ち

し

し

と

こ

き

で

た

と

親

る

。
で

り

私

ン

る

す

す

の

祈

，

ヤ

す

究

ま

と

の

は

チ

対

研

り

こ

々

食

ス

に

，
あ

す

日

断

リ

典

み

が

だ

は

の

ク

聖

読

力

い

源

め

。

，
を

る

見

の

た

す

は

典

く

も

力

る

ま

の

聖

で

て

の

め

め

る

々

ん

つ

つ

求

強

い

日

込

よ

と

を

に

て

。
れ

に

ひ

福

の

つ

す

流

法

う

祝

も

言

で

に

方

も

な

た

む

む

ば

天

は

ず

く

３

導

あ

を

参

こ

解

必

執

会

す

罪

指

ま

け

し

跡

と

４

る

た

を

た

せ

私

こ

の

ん

し

特

越

れ

方

恥

て

指

性

２４

て

る

て

教

で

権

い

受

そ

奇

こ

け

分

満

ま

の

活

ど

そ

や

を

、翫
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協

λ
ゾ託

ボ

ブ

人

翫懸

～
触

、鴨

書
窪
だ
演

ー

悩
ン
フ

・

蕊

＼
」、

㌦

略

〆
客
爆

憶

＼

＼

、
ご
ト㌔

「へ

偽

証

を

ヒ
ぐ

げ

も

ノ

ぞ

　

ル

メ
瞬
羅
臨
８
提
購

，ザ

鯵
嚢
墾

ズ
畿
諺鶯

、

ヤ

き
転

雛

隔

タ
と

ぐき
き
ゴノト
らノ

ヘ

ノ

払

澱

煮

ゴ。影

ダ鞍
織

＼
幾

議

気

，

し

ん

自

な

上

十

し

復

し

に

病

で

ま

せ

彼

に

以

，

ま

回

ま

う

に

ち

い

ま

，

。

齢

れ

は

せ

や

り

よ

。
臓

持

て

い

は

す

年

こ

親

さ

室

あ

い

す

心

烈
息

つ

て

の

で

る

，
両

院

術

て

な

で

き

獣
喘

知

つ

た

ら

れ

は

で

入

手

い

ら

の

つ

が

は

な

つ

か

ら

医

れ

を

が

書

が

た

れ

彼

の

に

か

た

え

治

そ

一

彼

が

怖

つ

ま

。

た

害

な

つ

耐

・王

．
。

夕

に

と

に

だ

生

た

い

障

か

か

に

の

す

一

前

こ

き

獄
づ
乱
崎

知
臆
舗
識
纒

伽
旋
姓

聾

蕩

禦

服
響

磁

舗

彌

ゲ

，

リ

ゼ

コ

に

気

　

ま

を

き

醇

に

学

か

襲
禦
磯
響
翻
鰍

，
な

こ

を

の

彼

と

，
待

い

る

は

に

る

咳

ち

が

こ

は

を

と

あ

た

私

の

親

術

い

の

ち

歳

い

た

１０

て

ざ

私

。
気

両

手

な

備

私

は

つ

ど

，
た

病

の

で

て

設

。
私

持

き

が

し

，
彼

ま

待

な

。

た

を

と

た

で

身

る

は

分

た

、
地㌔
＼

．

し

へ

／

∴
煮

ド

　

ば

ダ

．・ダ
刃

ペ

ダ

！
ノ

「」

鳳＼
・、
∴

蔑

な

、
欲

、

、
叙／

㍗

、

疑
．〆

、
．
緊概
惑

、

－

・

＼

葛

噛
〆
巻

／

，
ぎ

’わ

＼

幅

」
，匙匹
事
’
ξ

ー

室
ξ
ミ
亀

≧

駕

～

“

／
＼

》
》

戸

劉

＼
ー

～

＼
＼

＼
ー

＼

，

ｒ＼

．『＼

・
＼

㍉
＼

－
寮

ノ
ー

＼

＼

ー
ー

＼

鰐
妻

ぎ

ぎ

襲

～

呂
急

．９
～
ー

ノ

ボ

蓼

．

、魚

マ

藷

．
腰

．

鳶

ズ
Ａ

、

＼
＼

＼
一

＼
、

＼

、

　㌧

Ｕ

整

垂～

、

ノ
〆

・

〆

ノ

・
ー

婁

ぎ

～
ま

タ
ヤぎ
ミ

》

＼

＼

む

紙

見

酔

す

は

こ

私

功

す

は

た

ゲ

き

か

の

消

し

は

手

を

麻

で

一

い

。
成

で

私

し

力

行

と

も

も

う

私

の

中

，
の

タ

な

す

が

の

た

で

ト

て

あ

る

み

そ

。

彼

院

と

た

一

れ

で

術

た

つ

ん

青

け

，
せ

し

，
た

の

病

あ

れ

ピ

ら

の

手

け

思

せ

く

か

を

さ

悲

で

し

ら

て

の

く

，
じ

た

は

続

う

ま

よ

出

家

出

の

と

ま

か

め

術

て

後

信

つ

私

り

そ

き

で

で

れ

い

ど

あ

り

院

含

手

し

日

し

取

σ
祈

。
で

り

り

隠

思

ほ

も

か

病

も

。
う

数

か

き

た

に

…

が

た

と

の

を

い

で

わ

室

た

そ

し

引

し

心

…

と

ふ

ひ

そ

と

し

が

む

ヲ

た

を

で

熱

た

こ

と

で

だ

こ

ろ

。

と

が

し

息

的

て

つ

る

一

ま

ん

の

恐

す

こ

れ

ま

で

撃

め

か

え

タ

家

遊

一

，

で

う

そ

み

上

衝

込

な

ら

［

れ

く

タ

ば

の

い

。

臨

の

に

を

れ

こ

ピ

隠

よ

一

え

た

と

た

に

台

当

霊

ら

を

，

の

で

ピ

ま

つ

だ

し

術

術

本

全

け

み

は

り

り

。

し

思

の

ま

手

手

，
身

届

し

私

べ

た

た

て

と

も

い

大

は

は

全

き

悲

た

・川

ふ

し

し

う

な

て

ぶ

一

死

，
聞

，

つ

た

て

ま

消

ろ

然

し

及

夕

の

と

は

し

帰

つ

し

し

ら

だ

自

愛

も

一

彼

に

り

望

ら

行

そ

崩

か

う

は

を

に

ピ

て

う

祈

失

か

に

。

く

前

ま

ち

一

間

，

つ

よ

の

に

儀

り

た

な

の

し

持

タ

時

に

と

る

私

当

葬

捕

し

も

目

て

気

【

１０

と

に

す

。
本

。

を

ま

た

を

え

た

ピ

む

し

友

の

た

た

ん

タ

ペ

ほ

な

で

大

リ

好

隠

ク

を

で

親

親

し

し

か

一

，

う

，

髪

，

ク

大

の

な

友

た

の

父

で

に

浮

ピ

も

合

に

金

が

ス

が

密

慶

親

つ

番

の

う

目

に

は

や

け

の

の

た

イ

ム

秘

敬

の

だ

一

一

よ

を

明

に

ち

分

た

似

し

ア

一

の

は

番

と

。

ユ

た

景

鮮

私

も

で

つ

親

ま

ラ

リ

陰

族

一

こ

た

り

つ

光

が

，

お

り

か

父

り

ニ

ク

岩

家

，

い

し

ド

か

の

験

が

，

た

な

，
あ

バ

ス

も

の

は

な

ま

ン

な

ご

経

す

は

ふ

い

は

は

は

イ

つ

彼

て

み

け

ア

ら

の

ま

ち

も

て

彼

で

彼

ア

い

つ

も

続

も

な

と

て

き

め

に

に

つ

泣

慰

け

年

思

て

の

助

少

，
げ

親

は

の

は

あ

父

て

歳

と

を

の

つ

１３

ど

声

彼

と

。

な

は

。

に

た

う

ン

す

ン

し

失

ア

で

ア

で

て

イ

の

イ

ン

つ

ラ

た

ラ

ヤ

よ

つ

も

　

チ

に

う

失

め

ス

死

よ

を

慰

リ

，

む

ウ

つ

り

た

で

似

う

似

。

ト

と

し

と

な

私

何

然

よ

親

た

［

る

ま

ひ

に

。

，
全

し

父

し

レ

わ

き

る

と

た

も

は

で

り

で

コ

終

行

あ

こ

し

で

私

の

は

髪

ヨ

が

に

の

の

ま

ま

と

た

や

黒

チ

校

り

身

前

い

子

彼

つ

も

た

は

学

捕

自

も

が

菓

。

合

私

し

私

は

を

分

年

友

お

た

が

。

と

，

ち

ゲ

自

３０

親

，

し

気

た

つ

で

た

カ

，

。

の

も

で

も

し

ろ

物

私

ト

に

た

大

物

し

に

で

よ

好

。
青

裏

し

う

動

良

な

子

ひ

大

た

で

脳

ま

い

の

仲

ん

な

，
が

し

ま

の

き

と

ト

の

あ

柄

で

ム

で

家

私

で

一

ツ

ど

ぜ

小

柄

一

き

れ

４２



む

そ

た

と

が

と

つ

劉

潅

饗

諺

禦

遅
灘雛

け

り

。

す

き

で

い

合

る

□

．

い

う

が

た

と

。

。

し

い

一

し

た

く

続

が

り

て

て

い

な

に

う

さ

生

が

と

だ

か

変

す

ら

に

タ

ま

来

な

て

ま

と

い

け

ら

る

は

世

よ

だ

て

と

こ

く

分

と

で

ば

当

一

き

が

は

え

た

を

ず

受

つ

き

命

の

し

く

つ

こ

る

て

と

へ

の

す

本

ピ

で

番

で

越

み

気

な

を

，
で

の

こ

で

て

も

る

去

え

友

び

な

と

が

す

の

を

に

生

う

め

は

が

ち

る

つ

を

す

し

与

喜

画

と

り

ず

り

語

必

き

を

か

つ

と

日

は

こ

の

，

な

つ

を

ろ

い

夢

い

，

ウ

む

タ

ち

情

を

き

イ

た

，

め

く

痛

た

友

と

て

ラ

し

し

慰

な

の

私

と

こ

い

は

ま

か

は

は

心

は

愛

る

。

渇

私

じ

し

ち

で

の

死

の

あ

た

も

。
感

。

た

り

人

，

ち

で

し

涙

た

を

す

私

限

た

に

た

の

ま

，

し

の

で

，

世

れ

き

私

も

し

し

ま

る

と

ば

の

さ

，

く

促

戻

い

い

こ

ら

こ

残

み

た

を

か

日

い

こ

の

私

友

し

の

思

れ

・王

，

。

。

つ

い

こ

，
ば

す

ん

い

し

。

も

ら

で

せ

。

美

す

つ

な

の

ま

す

た

で

い

る

る

き

ま

つ

の

むい

活

で

は

さ

ち

わ

蕪
繕
灘
灘
騰　欝議
羅

，

，
は

が

，
が

る

え

の

は

同

私

え

い

び

ア

友

こ

イ

ラ

よ

ン

友

音

れ

遠

は

若

こ

は

つ

こ

ち

失

し

か

出

そ

の

は

ラ

た

ア

福

ら

永

み

は

れ

す

答

天

心

と

覚

合

再

．

も何引で然当はのるなくし悲へ

か
藷

鋸

諭

濃
讃
噛
㌔
器

腸
隆

盤

散
鶴

を

有

４２

の

た

る

た

た

し

で

前

私

車

景

な

ま

は

長

り

止

き

を

思

の

言

す

で

ユ

あ

よ

ま

で

の

り

く

い

い

者

を

約

一

し

ま

年

つ

楽

の

年

，
を

の

め

い

私

成

か

を

抱

海

と

分

も

の

い

ド

よ

な

て

る

み

聖

タ

ま

始

１０

い

，
る

２

日

イ

部

眺

て

，

。
わ

車

は

い

た

自

と

た

な

ン

は

れ

れ

た

望

と

一

い

が

。
と

と

く

，
る

工

北

を

け

然

す

と

で

ち

し

け

は

ね

つ

は

ア

と

忘

か

に

の

義

ピ

て

活

た

か

る

て

ー

あ

ウ

ア

色

傾

突

で

だ

い

た

美

続

一

だ

な

と

，
こ

て

書

死

活

教

，
え

生

し

い

め

つ

ら

た

イ

ニ

景

を

と

の

一

急

私

。
し

夕

りぶ

く

こ

は

な

し

に

ば

復

ー

は

考

い

ま

な

す

が

か

い

ハ

ル

の

耳

る

た

タ

は

。
た

話

【

な

い

私

う

決

う

れ

る

の

私

を

し

り

さ

か

あ

今

て

の

オ

辺

に

す

い

一

私

た

し

も

ピ

し

し

ま

く

久

し

辺

フ

海

楽

づ

ピ

い

悪

よ

を

よ

さ

あ

め

と

新

な

出

を

き

認

論

懸

鞘駕

羅
鞭

こ

，

に

か

裏

わ

の

き

い

す

脳

に

一

で

ら

出

が

心

タ

が

く

い

と

に

一

人

す

思

こ

う

ピ

友

出

度

の

よ

，

い

い

１

彼

た

日

し

思

に

度

つ

毎

新

折

月

１

切

は

，
時

と

，

を

問

て

を

ひ

も

き

月

が

「と

，

で

せ

カ

や

こ

は

。

が

ー

し

の

で

す

出

と

海

リ

い

音

う

カ

し

い

よ

は

い

美

し

ぎ

私

し

，

美

過

。
美

は

る

が

た

も

私

れ

年

し

て

。

流

３０

ま

と

た

ら

ら

見

。

し

か

か

を

た

ま

オ

死

夢

し

い

レ

の

の

ま

て

テ

一

一

い

つ

ス

タ

タ

て

が

一

一

一

つ

広

力

気

ぐ

に

す

一

，

タ

が

一

た

ピ

し

る

ま

来

い

て

て

い

し

歩

を

ら

姿

か

の

う

人

ま

い

近

り

合

分

寄

び

１５

け

喜

，

駆

に

い

へ

う

合

と

よ

め

も

の

つ

の

供

見

彼

子

で

，
で

ん

し

る

組

だ

ま

を

び

，
腕

Ｕ

｝

た

タ

し

一

で

ピ

ん

に

せ

ち

ま

う

し

の

に

そ

口

。

然

た

全

し

は

で

と

ん

調
．

４３号明第螂力道の徒聖
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